
擬・低

((8 
—‘闘

、¥
*
 

；` 
裳~
 

悶

_
)
~
、
や
’
心"-

tt= 
-

珠
~
l

娯



I―r 

ヰ 籾

.................. ,. ............................... ,. .... , ........... ., ...... ,. .. ., .... ,. ・.........,. ... ,. .... ,ヽ.,... ., .................... , .. 

チカラミ . ~ 腸胃
..,.,,,.,,.,.,,,,,.,.,., -v,,,.,.,.,,,,,,.,._ッツ..,.,.,,.,.,,,會,.,.,.,.,_.,.,.,.,.,.o.,.,,.,.,,,.,.,,,,.,,,,__,.,__

東
京
市

H
本
橋
擢
泊
町
ニ
ノ
十

新
潮
製
薬
株
式
會
社

電
話
茅
鳩
町

1

す八―

―ー
一番

限
昏
東
京
七

0
1
0
八
番

候仕膊移へ記左服奮

'-,4. 

ょ

J...., 

碍
昼

新

橋

二

J

八

電
銀
―

1
0
八

風
流
・
金
ぷ
ら
・
茶
漬

1幸

浅
草
公
園
拿
＇
束
ニ
ノ
三
四
）

牛

鍋

本

店

電
話
根
岸
岡

=ioaoA00
臼

【
美
地
句
】

塾I

す

き

燒和
洋
御
料
理



＂` 

年 新 賀 謹

↑`．
9
.
 

• 

,

9

L

,

9

.

'

，' 

事

務

所

•II 

I 

兜
日
本
橋
憾
兜
町
一
丁
目
四
番
地

鈴

木

甚

四

郎

方

電
話
茅
場
町
二
亘
芍
繹
麟 會

- i 



年 新賀謹

安

藤

s
く

ろ



＇「
年新 賀謹

-—•—-

横

井

ー→_,,,,. _,. 

武

笠

宏

由
古
冗



年新賀謹

小

林

和

舟

井

上

典



年 新 賀 謹
t

鈴

木

松

賽

9

9

 

•-i 

ー
対
‘
り
＇
！
叶
り
月

'
.
s
u
i
!
.
'
:

＇

1
,
i
"
•
~
↓
C
1
f
t
[
3
,
`
に
ピ
"
;

"'"'.  ••一 """""ー・'"'' —.l 



喪
中
に
付
年
始
の
御
挨
拶
御
遠
慮
申
上
候

近

江

請

華



年 新 ヵ只n 謹

曲浮 東
事

無
事

都務 務
所 所

電 紳 霞京n
話 田 話橋

下厘名 京厘十
橋木挽

谷 花
房 一ー町

五町 00四 義
四三 /ュ"¥ノ-'-ヽ一ノ

0 ,...--.._ . 00盆ロ

。閂會 五四田會
番ど 番番-方



年新賀謹

會 天沖巴

顧 會

問 I I 長

事務常相

事 竹
務理談

賽長事役

務

本 長武宮 蔵所

谷 藤 島電杉

巴 寺話 並
川中竹謳

野祖□r4t 勇 壽和 天五巴田
本

七津町

喜昇点 升口 昇昇紅
昇番方一



年一ー會

'~, 

―-二

じハ
一業・ 賀 謹

秀 綾

竹山南嵐 藤島石大洒俯

本！田條 原 III塚谷井本？

綾 l壽壽司綾綾歌大龍竹ハロ

秀瓢光光路登吉瓢司始＂月,,,

r 

今 日 ----

9

,

9

 

4
n
.

て

9
,；
’
.
＇
，
'
，
'
，
．
患
．
＞
＇
＊
‘
＇

s
,

（

イ

ロ

ハ

順

）

野

中

一

竹

朝

n
井

井

孝

松

岡

波

朝

J

土

日

島

廣

昇

山

崎

昇

朝

J
 

島

倉

松

香

平

井

壽

柴

竹
本
朝
見
太
夫



- .. -

年新賀謹

細

川

請

本

所

属

東

雨

國

二

丁

目

四

電

話

本

所

0
入

一

八

番



年 新賀謹

香伯會

鶴し鈴塚鈴大岩吉橋堂九栗

澤、｛
＂木谷田田本野 里原

木
観 美前

西 i 洞松紫末地掬鐵香千 ィ^，．

ロ

,,, 

翁雀雀賓道成旬月幹候鶴巴



年 新 ヵ只n 謹

坂 中

倉 澤

索

遊 巴



年新賀謹

安吉星長

藤田 野 谷

JII 
光三桔 文？

ロ

’‘ 

築 芳梗久巴

I --・---・・ 一_____,. ___ 



年 新 只ヵn 謹

金 白

川 井

金 消

鳳 華



·•· 一『囀... . 

年 新 ブ只~ n 謹

靡 大

田 用

柳
大
嘉

蝶 • 津

丸

~ 國都 及

井改

や
JI I 

ま

と 旭



年 新 賀 謹

中
老
會
[g

 
事

務

所
自沼松木高浅柳原保西和

田
瀬

下

松

岡

茂

里

井

盛

井

油

＂ 
手
↑松司巴明将操玉雄り惰荊

｝
 

漫
草
厖
千
束
町
二
丁
目
一
九

0

電
話
根
岸
―
―
五
一
一
番

．
 

9
9
9
9
'

」
，
'
;

田谷田田

有
奇越紅可春



年 新 力只n 謹

高 鈴

橋 木

可 和
' 
・: 

遊 築

巴

； 野 阿雪
a 

會
； 

＇ 

： 

み、 部
； な
： ｛ と
i ， 一

~''. ―.  - ー．・



年 新 ヵ只n 謹

乃 岩
； 

村 木

乃 義

菊 雀

~1ヽ Lf-
埜

長 井

と

ろ 榮



年 新 賀 謹

會 聾 芳

豊‘洞 千里辰一

澤

＾ イ

芳太 ＾ ，， 

祁 ｝芳 壺 芳 壽 菫巴

會 松 義

豊豊
●, . 

田 ,E ● " . 

●'" , .. 

澤 澤 、＂ 中 田
松

松 司 大四松

郎造 藤 杓 龍
： 



年 新 ヵ只n 謹

湯 高

原
瀬

清

司 操
，， 

' 
I ： 

~ ~ 

廣 錦

瀬

‘‘ 錦

ろ
i 

は 松 I 

， 



1・

年 新 ヵ只n 謹

I 

* JI I 
奈

築 部

銀

葵 司

菊 ::I:: 
ロ

池 川 I 

秋 浪 t 
！ 

月 補
｀ 

ー・

- ---、・・- . -::::=;,."!'.L ―̀ 



年新賀謹

述造粂澤野
（順ハロイ）

小文 長 可 童 登芳春糸

喜

久盛 門松 雀盛生和子

野鈴盛久上錦三三天

澤

急
造1中鶴榮誠司枝し賞

ょ



年 新 ヵ只n 謹

9塁 小 ~1ヽ
滑

JII JII 岡曲
田研

都都蝶~九
形花 會 JII 山

金 齋

井 藤

辰 山

梢 生



~ 
： 

年 新 ヵ只n 謹
' 

松 川

岡 a 
茂

司里
雄 重

漫 原

EB 川

奇 越

聾 巴
.. 



年新賀謹

岡

田

源

手
塚
て
つ
か

會手杵
（順＾ロイ）

山

田

呂

臀

安

藤

都

昇

岡

本

柳

光

野

川

高

尾

川
＂
子
太
郎

湯

浅

光

玉

素

澤

力

禰

豊

竹

和

孝

野

澤

粂

造

竹

本

都

太

夫



年 新 賀 謹

• _ _. 
ヽ~

幅

會 銀

I 竹栢佐浮高 座

本 葉久谷野 義
間

榮一・-輻幅胤洞
_, 幽

一.,,..,.,.

輻 代司柴遊 會



1一

年 vr' 
払

:,.;;u 
i言^邊し、

.. --↑  ..  --.. 量［一·····•

謹

横

濱

演努運建土製製

本ヵ
部藝供

下部給送築木材蘭

開 業

鈴

木

雀

東
京
•
横
濱
•
名
古
屋
•
京
都
•
大
阪

出
張
所
畜
戸
●
廣
島
•
小
野
田
●
門
司
●
戸
畑

籠

寅

商

店

保

良

鈴

鳳

渾
送
邪
示
代
表
酒
長
四
―
一
番
製
函
部
（
代
表
）

0
七
一
七
醤

建
築
部
（
代
表
）
一
四
七
六
番
演
惑
部
（
代
表
）
二
四
六
六
番

電

話

一

七

ご

一

番

・

ニ

ニ

九

0
番
・
ニ
八
四
八
番

I 



---

年 新 賀 謹

凩It • 

水 國素濱

義

戸 友：
會

部 東 長

可ニ一rl會& 光

南 聾東

電四東
術凩.. 

話丁京

北
人

大目市13 復形
崎一

興，，，ヽ 浄三四黒
入七厘 瑠

二五中

座
會璃

九番目
番 地黒



年 新 賀 謹

里~I\~ ＊ 此 柳

JI I 野
有＇ 

筑

叶 波 明

I 

所務 事
＇ 

月 i 務

問 新誓 事
務

所三大悶阪 所大 所東 座 ・、

胃千；喜吉い叶員義
北 ノ謳曾 一 城 話 謳旦
こ三代ー根新綺 ―尺．岡畔 銀―座ーほ一ーノ 一→

註地訂 棲 訂 町 同座
I 



年 新 ヵ只n 謹

竹

本
9、.

都

太 鶴神

夫

澤馬

野

澤 勝里
語
左
衛 助芳
門



年新賀謹

富 名 大

± 社古 → ロ 垣
屋 市

屋山 本市 岡城
畔

源 I 兼 + 
入太

こ早 郎 公

本
部
浅
草
雁
馬
道
三
丁
目
十
五

支

部

函

館

市

相

生

町

十

入

支
部
旭
川
市
―
―
―
條
通
九
一

支

部

京

城

府

永

柴

町

七

八

東
京
女
優
歌
舞
伎
刷

み
ぶ
り
刷
家
元

竹
澤
龍
造

自
宅
熱
海
市
旭
町
「
新
鈴
よ
し
」

電
話
熱
海
一

1

一
四
三

0
番

竹

澤

亀

次

郎

座
員
弟
子
一
岡



年 新 賀 謹

鶴 野 鶴鶴

澤 澤 澤澤

絃
道

好司
之

Lfi 助 造好

鶴 鶴 立血 芝謳 :上候!記へ謹

澤 澤
竹 高轄魯

駒 輪よ告

蟻 寛 砿南 何霜
双兄商々 三町 奮

―.,, ... 一_,,,. ー.,.. 太店。の
_,,, . __  ,,, 亀

郎 郎
夫 裏シ 御愛晨

に



年 新 ブ..,~~-i, " 謹

竹 竹

I 本 本

佳 索

照 女

義

竹 竹太
夫

本 畠本座
播 電浅

危話草

志 三篇駒

竺嘉 若保： 0 =:: 
蓄七~. 

． 

： 

羅--~---



年 新 賀 董11111: "
 

（
 

（
 

高

級

あ

ら

れ

五

種

の

詰

合

御
進
物
用
•
…
•
•
金
壼
訓
よ
り

ヽ

ー

1ー

1ー

‘

,

1

ヽ

Jt‘,¥i_1‘‘.

日

庫
洋
度

＊

趣

味

の

名

菓

”

本L
草
”
橋

＊
 

”
名
な

水

花
の
名
に
ち
な
め
る
小
形
菓
子

三
十
餘
種
を
取
あ
は
せ
た
る
純
天

江

戸

趣

味

の

御

菓

子

宮

御

進

物

用

か

ん

入

前

風

流

壼

入

、

1

は
か
り
賣
金
八
拾
錢
よ
り

了ゲ

の

b
 

了
~
ろ
こ
餅
｛

二
五
叶
守
最
中

店本堂原
~,,,.--... 

三

番六六六二町場茅話電

太

牛
込
冨
早
稲
田
町
五
八

電
話
牛
込
ー
四
五
ー
香

栗

原

印

刷

所

富

取

芳

河

士

同
一
―
―
久
子

闊

本

邦

治

樟

社



















讀 ロ

紙 亀^・ミ
... u、-.. 
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太
夫
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ら

措
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へ
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披
露
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御
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の
芝
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目
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隅
太
夫
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身
、
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染
へ
入
座
出
演
し

た
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此
れ
は
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治
三
十
九
年
六
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伊
賀
越
八

ツ
目
を
語
っ
た
の
を
最
後
に
退
座
す
る
ま
で
績

い
た
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其
の
相
三
味
線
は
営
時
鶴
澤
叶
と
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つ

た
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批
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時
代
の
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古
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太
夫
の
相
三
味
線
だ

っ
た
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三
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目
清
六
が
勤
め
た
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是
は
傲
慢
自
尊
を
以
て
一
代
を
貫
い
た
大
隅

が
名
人
園
平
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よ
っ
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鍛
へ
た
完
壁
獨
自
の

藝
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を
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大
採
を
首
領
と
す
る
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の
頭
目
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共
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を
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す
る
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一
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で
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天
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き
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自
貧
し
た
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通
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狂
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っ
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盲
人
の
悲
哀
と
世
話

女
房
の
純
情
を
ま
ざ
／
＼
と
義
太
夫
節
に
描
き

出
し
た
壺
坂
を
聞
い
て
驚
喜
し
た
。
文
業
座
の

定
連
は
全
く
唖
然
と
し
て
、
暫
く
感
嘆
の
墜
さ

へ
出
な
か
っ
た
。

大
隅
の
偉
さ
は
、
名
人
園
平
の
澁
難
至
掘
の

義
太
夫
節
に
於
け
る
極
至
の
理
想
を
、
執
拗
に

も
會
得
し
て
美
事
に
現
賞
に
高
座
に
表
現
し
得

た
事
に
あ
る
。

齋

膝

拳

私
は
彼
の
至
藝
を
古
靱
太
夫
、
土
佐
太
夫
、

道
八
の
一
ー
ー
氏
か
ら
再
三
聴
い
て
居
る
。

以
上
の
三
氏
は
私
が
時
期
を
同
く
し
た
為
に

そ
れ
ぐ
の
妙
技
に
接
し
得
た
事
を
幸
輻
と
思

つ
て
居
る
練
逹
の
人
だ
け
あ
っ
て
、
皆
藝
評
は

可
成
に
貼
が
辛
い
、
然
る
に
三
氏
と
も
口
を
極

め
て
大
隅
を
賞
揚
し
て
る
の
を
見
て
も
大
隅
の

非
凡
が
解
る
。

然
る
に
此
虞
に
―
つ
の
美
談
が
あ
る
，
其
れ

は
文
楽
の
人
々
が
黛
浜
的
な
反
感
か
ら
、
大
隅

の
妙
技
を
助
か
う
と
も
し
た
い
の
に
、
高
座
裏

か
ら
毎
日
熱
心
に
立
聞
き
し
て
居
た
の
は
振
津

大
採
一
人
だ
っ
た
。

共
れ
以
来
の
大
橡
は
九
段
目
で
も
先
代
萩
の

御
殿
で
も
所
要
時
間
が
五
七
分
程
短
縮
さ
れ
た

此
れ
は
全
く
大
隅
の
影
響
で
あ
っ
た
。
私
は
功

成
り
名
果
げ
た
大
換
の
晩
年
に
、
此
の
良
き
精

心
の
有
っ
た
事
を
藝
道
の
佳
話
と
し
て
持
筆
す

る。
大
隅
は
全
く
藝
が
味
い
だ
け
の
人
で
あ
っ
た

大
橡
に
は
共
れ
以
外
に
偉
さ
の
何
も
の
か
が
有

っ
た
の
で
あ
る
。
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＊
隅
太
夫
失
心
一
件
違
説

大
隅
が
圏
平
の
猛
稽
古
で
、
氣
を
失
っ
た
と

云
ふ
話
ぱ
餘
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

春
子
太
夫
時
代
姫
路
の
旅
興
行
で
合
邦
の

「
オ
イ
ヤ
イ
」
の
件
が
圃
平
に
氣
に
入
ら
す
，

何
時
ま
で
鯉
つ
て
も
後
を
弾
い
て
く
れ
な
い
、

一
心
に
怒
嗚
つ
て
繰
り
返
し
て
る
間
に
、
見
豪

ヘ
顔
を
伏
せ
て
放
心
朕
態
に
な
っ
た
が
、
園
平

は
孵
か
に
大
隅
を
見
つ
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
木
谷
蓬
吟
著
，
文
楽
今
昔
證
に
よ
る
）

私
は
別
の
一
説
を
鵜
い
て
居
る
、
年
代
は
不

明
で
あ
る
。
大
隅
は
圏
平
の
糸
で
初
役
の
志
度

寺
を
語
っ
た
「
南
無
金
比
羅
大
櫂
現
々
々
々
々

k

』
と
云
ふ
例
の
お
辻
の
祈
の
虚
へ
来
た
、
園

平
の
三
味
線
は
盆
々
さ
え
て
来
た
が
、
大
隅
は

額
而
而
白
と
な
つ
て
失
心
朕
態
で
見
豪
に
顔
を

ふ
せ
た
。
現
今
な
ら
す
ぐ
幕
を
引
い
て
瞥
者
を

呼
び
に
や
る
所
だ
、
帝
国
時
の
藝
人
は
髪
つ
て
居

た
が
、
お
客
の
方
も
尚
髪
つ
て
居
た
、
間
平
は

平
氣
で
盆
々
平
強
く
弾
い
て
ゐ
る
。
お
客
の
方

も
『
と
を
／
＼
大
開
は
圏
平
に
弾
き
殺
さ
れ

た
』
と
云
つ
て
感
心
し
て
見
て
届
た
。
下
で
湯

を
く
ん
で
居
た
伊
逹
太
夫
は
思
は
す
ャ
ツ
と
氣

人
形
帷
瑠
硝
三
業
の
内
、
太
夫
で
は
何
と
し

て
も
偉
い
の
は
三
代
目
大
隅
太
夫
で
あ
る
。
共

れ
は
園
平
の
持
つ
理
想
の
義
太
夫
節
を
高
座
に

宜
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
教
へ
た
圏
平
以
上
に

教
っ
た
大
隅
に
敬
意
が
持
て
る
。
が
一
方
、

A

形
使
ひ
と
三
味
線
で
は
多
為
蔵
と
故
消
六
が
偉

い
と
思
つ
て
居
る
。

此
れ
を
讀
ん
だ
讀
者
は
匝
然
と
し
て
笑
ふ
だ

ら
う
。
然
し
て
、
曰
く
何
々
，
曰
く
何
々
と
数

＋
の
名
人
上
手
の
人
形
使
ひ
と
三
味
線
を
上
げ

る
で
あ
ら
う
。

然
し
不
幸
共
れ
等
の
名
人
は
、
私
に
は
明
石

吉
田
多
為
蕨
と
＿
―
-
代
目

鶴
澤
清
六

合
を
か
け
た

11

猛
然
頭
を
上
げ
た
大
隅
は
美
事

に
後
を
語
り
込
ん
で
い
っ
た
。

床
を
下
り
る
と
園
平
は
大
隅
よ
り
も
伊
逹
太

夫
に
、
よ
く
あ
そ
こ
で
氣
合
を

1‘

れ
た
と
賞
め

た
そ
う
で
あ
る
。

私
は
八
丁
堀
や
佐
竹
原
の
講
繹
場
で
聞
い
た

賓
井
馬
琴
の
武
勇
偲
の
様
な
此
の
一
説
を
興
深

く
思
つ
て
居
る
。

志
賀
之
助
の
角
力
の
強
さ
や
、
宮
本
武
蔵
の
剣

衛
の
味
さ
で
、
全
く
程
度
が
解
ら
な
い
、
想
像

が
附
か
た
い
。

多
為
蔵
は
晩
年
文
業
座
を
餘
り
に
も
出
た
り

入
っ
た
り
し
た
、
然
し
此
れ
は
常
に
後
身
の
養

成
|
—
下
級
の
人
の
給
金
が
自
然
に
此
れ
に
か

ら
ん
で
居
る
|
ー
に
就
て
、
仕
打
と
意
見
を
異

に
し
た
事
に
原
因

L
て
居
た
、
加
ふ
る
に
彼
は

復
業
に
お
茶
屋
を
し
て
居
て
、
芝
居
を
休
み
得

る
身
分
境
遇
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
人
使
ひ
の
人
形
は
、
吉
田
文
三
郎
あ
た
り

よ
り
次
第
に
進
歩
し
て
、
多
論
蔵
を
以
て
終
つ

た
の
で
は
な
か
ら
う
か
°
私
は
人
形
を
人
形
ら

し
く
使
ふ
事
よ
り
、
一
歩
を
進
ん
で
人
間
ら
し

く
使
っ
た
最
後
の
人
の
様
に
思
は
れ
る
。

一
例
が
合
邦
の
「
ま
だ
俊
徳
様
と
女
夫
に
な

り
た
い
」
の
件
で
、
大
玉
造
は
女
の
衣
服
の
棲

を
取
る
仕
草
を
し
た
、
今
で
も
此
虞
は
棲
こ
そ

取
ら
な
い
が
、
女
の
形
を
す
る
、
多
為
蔵
は
決

し
て
こ
ん
た
仕
草
を
や
ら
た
か
っ
た
、
「
共
れ
こ

そ
幽
霙
」
と
云
ふ
件
で
、
幽
零
宍
の
形
を
す
る
型

を
、
身
ぷ
る
ひ
を
す
る
型
に
改
め
て
ゐ
る
。

叉
、
六
段
目
の
勘
平
は
、
雨
手
へ
赤
い
血
を
ぬ
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つ
て
其
の
上
を
白
衣
で
ま
い
て
出
る
、
即
ち
切

腹
の
件
に
な
っ
て
、
白
布
を
取
る
と
血
紅
が
出

る
の
で
あ
る
。
此
れ
等
は
ゆ
き
つ
ま
っ
た
三
人

使
ひ
の
人
形
に
如
何
に
し
て
新
規
鵞
を
こ
ら
し

た
か
が
覗
へ
る
。

此
の
人
は
大
き
な
人
形
を
使
ふ
為
に
「
附
き

上
げ
」
を
二
本
も
三
本
も
使
っ
た
為
．
晩
年
胸

を
病
ん
で
早
泄
し
た
の
で
あ
る
。

清
パ
は
若
年
に
し
て
、
常
に
賞
時
の
中
心
人

物
の
合
一
一
一
味
線
を
勤
め
通
し
て
居
る
の
に
敬
服

す
る
。身

分
の
上
の
太
夫
を
弾
く
三
味
線
が
、
常
に

御
無
理
御
も
っ
と
も
に
自
分
の
藝
を
殺
し
て
弾

い
て
る
な
ら
ば
甚
だ
平
凡
だ
が
、
常
に
太
夫
を

助
け
た
が
ら
其
間
自
分
の
藝
を
見
事
に
疲
揮
す

る
の
は
至
難
至
極
で
あ
る
。

清
六
は
一
生
を
通
じ
て
上
の
太
夫
を
弾
き
通

し
て
死
ん
だ
、
然
も
最
後
に
育
て
た
太
夫
が
、

今
日
斯
道
を
双
屑
に
資
ふ
て
る
現
古
靱
太
夫
を

し
て
．
今
日
あ
ら
し
め
る
基
礎
を
作
っ
て
居
る
。

私
は
僅
か
に
疫
る
批
年
時
代
古
靱
太
夫
と
。

共
涼
の
妙
技
の
偏
隣
を
他
へ
て
居
る
レ
コ
ー
ド

が
市
場
か
ら
姿
を
消
し
た
今
日
、
共
の
妙
技
を

惜
ん
で
此
の
小
文
を
も
の
し
た
の
で
あ
る
。

＂氣i

市

の

`
'
ー
と

饂，乎刈
株

'！’ら枯
薩

立

っ

町

騒

然

と

師

走

風

稲

架

木

並

み

立

ち

凩

は

田

の

面

吹

き

ま

く

る

折

れ

つ

く

し

沼

水

落

ち

つ

く

し

黒

々

と

水

田

波

立

ち

冬

の

風

荒

れ

は

風

た

荒

れ

箕＇、t 4 風
の

夜

て

皆

が

火

ほ

て

り

こ

ぼ

れ

に

鶏

が

来

て

時

越

後

に

て

み

の

り

穂

の

行

事

も

す

み

て

村

豊

か

新

米

運

ぶ

馬

ゆ 冬

っ

た

り

と

掏

道

一

杯

の

日

営

り

藁

屋

二

軒

並

び

柚

子

買

黄

ろ

時

計

の

ん

び

り

と

鳴

り

の

同

儘

裏

に

雨

雲

夕

映

え

は

雪

と

な

り

＋ 

句

富

取

芳

河

士
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芝
居
で
も
、
義
太
夫
で
も
、
笑
ひ
と
云
ふ

奴
は
至
難
の
も
の
だ
。

泣
く
事
や
、
泣
墜
な
ら
、
義
太
夫
を
語
る

初
心
者
で
も
、
芝
届
を
や
る
素
人
役
者
（
僕

も
お
仲
間
だ
が
）
で
も
．
直
ぐ
に
や
れ
る
が

笑
ひ
と
な
る
と
一
寸
出
来
た
い
。

笑
ひ
の
中
で
も
時
代
の
笑
ひ
ー
ー
・
ウ
フ
、

ハ
ヽ
、
ウ
ハ
、
、
、
と
云
ふ
奴
は
練
習
す
れ

ば
、
初
心
者
に
も
笑
へ
な
い
事
は
た
い
が
、

世
話
の
笑
ひ
と
く
る
と
修
業
が
積
ま
ね
ば
笑

へ
る
も
の
で
は
な
い
。

河
内
山
の
馬
鹿
奴
ゥ
ハ
、
、
、
の
笑
ひ
、

夜
叉
王
の
我
乍
ら
天
睛
れ
天
下
一
ぢ
や
ウ
ハ

、
、
、
の
笑
ひ
、
義
太
夫
の
方
な
ら
帯
屋
の

長
吉
や
儀
平
の
笑
ひ
な
ぞ
は
｀
駈
出
し
の
役

者
や
太
夫
に
は
笑
へ
る
も
の
で
な
い
。

笑
ひ
が
本
嘗
ら
し
く
笑
へ
て
く
れ
ば
、
義

太
夫
を
語
る
人
な
ら
相
應
に
腹
が
出
来
て
き

た
人
、
芝
居
な
ら
ば
一
人
前
の
役
者
に
近
づ

い
て
き
た
人
と
云
へ
る
。

芝
居
で
も
、
義
太
夫
で
も
腹
と
云
ふ
事
は

一
番
大
切
な
事
で
、
腹
に
答
へ
た
腺
鵞
が
出

れ
ば
、
悪
弊
で
も
義
太
夫
の
節
廻
し
は
充
分

に
き
か
す
事
が
出
来
る
し
、
芝
届
な
ら
、
ど

ん
た
素
の
せ
り
ふ
で
も
隅
々
ま
で
通
る
や
う

に
た
る
。

腹
が
出
来
な
い
と
、
咽
喉
で
墜
を
出
す
か

ら
、
臨
客
、
観
客
の
耳
へ
、
割
れ
て
し
ま
つ

て
、
よ
く
透
ら
な
い
。

新
劇
の
連
中
が
大
劇
場
へ
進
出
す
る
と
、

一
番
に
氣
を
揉
む
の
は
せ
り
ふ
が
迎
ら
な
い

と
云
ふ
事
だ
、
せ
り
ふ
が
何
を
云
つ
て
る
か

分
ら
た
い
と
き
た
ら
、
そ
の
芝
届
は
ゼ
ロ
に

た
る
、
演
出
家
が
新
劇
の
役
者
に
第
一
番
に

注
意
し
て
居
る
の
は
、
せ
り
ふ
を
通
す
こ
と

だ
と
云
つ
て
ゐ
る
＂
虚
で
、
役
者
連
中
は
怒

坂

本

猿

冠

者
圏

鳴
れ
ば
せ
り
ふ
は
源
る
も
の
と
思
つ
て
ゐ
る

ら
し
い
。

何
故
演
出
家
は
腹
か
ら
墜
を
出
す
修
業
を

や
か
ま
し
く
云
は
た
い
の
か
と
不
思
議
に
思

も
は
れ
る
。

六
代
目
に
し
ろ
、
喜
多
村
に
し
ろ
、
決
し

て
怒
鳴
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
c
そ
れ
で
隅

々
ま
で
せ
り
ふ
の
通
る
の
は
腹
か
ら
墜
が
出

て
ゐ
る
か
ら
だ
。

と
か
う
書
く
と
、
串
談
云
つ
て
は
い
け
な

い
、
六
代
目
と
喜
多
村
と
は
せ
り
ふ
が
き
こ

へ
た
い
の
で
、
い
つ
も
面
白
い
芝
居
を
つ
ま

ら
な
く
し
て
ゐ
る
と
、
云
ふ
人
も
出
る
か
も

し
れ
な
い
°
併
し
い
く
ら
聞
え
な
い
と
云
つ

て
も
、
駈
出
し
の
役
者
が
咽
喉
で
怒
鳴
つ
て

る
ほ
ど
雑
年
日
は
交
つ
て
ゐ
な
い
。

そ
の
腹
の
薄
い
か
、
厚
い
か
を
試
す
の
は
｀

笑
ひ
が
一
番
だ
°
腹
の
し
つ
か
り
し
て
居
る

時
は
笑
つ
て
腹
に
答
へ
る
か
ら
解
る
°
腹
が

薄
い
と
笑
ひ
尻
が
消
え
て
し
ま
つ
て
、
腹
に

答
へ
て
こ
た
い
。
こ
れ
は
義
太
夫
を
語
る
人

や
、
舞
豪
で
笑
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
は
直

ぐ
了
解
出
来
る
事
だ
と
恩
ふ
。

芝
居
や
義
太
夫
ば
か
り
で
は
た
い
、
腹
が

一
番
大
切
た
事
は
虞
泄
法
の
上
に
も
應
用
出

来
る
。
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戯

曲

の

人

名

大
矢
敷
四
十
七
本

泰
平
い
ろ
は
行
列

い
ろ
は
蔵
＝
組
盃

太
平
記
忠
臣
講
繹

小
袖
蔽
い
ろ
は
配

難

波

丸

金

勁

碁

盤

太

平

記

戯
曲
に
現
は
れ
る
人
名
中
に
は
、
本
名
畜
替

名
、
作
名
と
種
々
雑
多
あ
り
、
先
づ
以
呂
波
を

代
表
し
た
但
名
手
本
忠
臣
蔵
か
ら
設
き
起
し
て

こ
ド
つ
け

考
の
及
ぷ
限
り
牽
肋
品
を
試
み
や
う
と
思
ふ
。

綬
名
に
就
て
は
萬
葉
集
の
研
究
の
如
く
、
人
々

の
考
へ
に
依
て
多
少
の
差
異
は
免
か
れ
ま
い
が

愧
儡
師
の
人
形
箱
、
何
が
出
る
か
繹
も
無
い
戯

曲
通
士
、
暫
く
の
御
辛
抱
を
乞
ふ
。

赤
穂
義
士
に
闘
す
る
著
作
頗
る
多
し
、
先
づ

左
の
敷
種
と
す
。

仮
名
手
本
忠
臣
蔽

い

ろ

は

評

林

魚
臣
一
カ
祗
園
曙

怖
景
色
雪
之
茶
會

忠
臣
墳
盟
約
大
石

忠
臣
い
ろ
は
宜
記

日
本
花
赤
穂
廃
寵

豊

島

丘

山

人

忠

直

後

日

噺

忠

臣

金

短

冊

ま
だ
此
外
に
二
＝
一
種
は
あ
ら
う
が
、
右
の
如

＜
敷
種
あ
る
と
共
に
、
そ
の
人
名
も
い
ろ
／
＼

に
菱
作
さ
れ
て
わ
る
。

大

石

内

蔵

助

良

雄

（

賓

名

）

大
岸
宮
内
・
大
岸
由
良
之
助
・
大
星
由

良
之
助
（
以
ヒ
髪
名
）

＊
岸
と
大
石
は
段
通
音
で
、
宮
内
は
内
蔵
の

内
を
一
字
生
か
し
た
迄
で
、
替
名
と
し
て
は
妙

な
ら
す
。
大
岸
由
良
之
助
は
梢
韻
字
が
調
つ
て

ゐ
る
、
内
蔽
を
由
良
と
す
る
は
通
昔
似
口
的
の

み
で
意
味
は
な
か
ら
う
、
是
は
享
保
十
八
年
豊

竹
座
に
上
演
し
た
忠
臣
金
短
冊
に
あ
る
名
で
、

な
ほ
一
眉
優
れ
た
名
は
大
屋
由
良
之
助
で
あ
る

大
石
と
大
崖
韻
の
通
ひ
は
少
々
無
理
で
は
あ
る

が
、
＊
岸
と
呼
ぶ
も
の
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る

衣
笠
内
大
臣
家
長
卿
の
歌
に

大
空
に
川
邊
の
石
は
昇
り
つ

4

星
と
な
る
と
も
君
は
忘
れ
じ

と
い
ふ
の
が
あ
る
、
右
は
川
邊
の
石
が
空
に

昇
つ
て
星
と
な
る
様
な
大
嬰
事
が
あ
る
と
も
"

天
皇
の
御
事
は
忘
れ
奉
ら
す
と
の
心
を
詠
ん
だ

も
の
で
、
こ
れ
は
神
功
皇
后
＿
―
-
韓
（
馬
韓
，
辰

韓
、
辮
韓
）
征
伐
の
御
時
、
新
羅
王
が
朝
貢
す

る
と
て
『
河
石
昇
り
て
星
辰
と
な
る
に
及
ぶ
迄

云
ど
』
と
誓
っ
た
詞
で
あ
る
。
叉
、
物
あ
り
，

流
星
の
如
く
に
し
て
地
に
落
て
塊
を
為
す
を
星

石
と
云
ふ
な
ど
の
こ
と
か
ら
言
っ
て
も
、
屋
と

石
と
は
形
よ
り
見
る
も
相
似
た
勘
が
あ
る
°
之

に
依
り
作
者
が
活
用
し
た
大
星
の
替
名
は
味
い

も
の
で
あ
る
。
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
は
竹
田
出
雲

並
木
千
柳
の
合
作
で
は
あ
る
が
、
大
星
由
良
之

助
と
名
づ
け
た
の
は
近
松
門
左
衛
門
で
あ
る
と

聰
鐘
成
翁
が
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
大
石
の
本
名

は
其
妻
お
石
と
名
づ
け
て
表
明
し
て
ゐ
る
。

浅

野

内

匠

頭

長

矩

（

賓

名

）

璽
谷
判
官
高
貞
（
愛
名
）
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吉
良
卜
野
介
義
英

高
武
蔵
守
師
直
（
髪
名
）

抑
々
元
徳
の
大
敵
討
の
原
動
力
喝
野
長
矩
、

吉
良
茂
英
の
事
跡
を
演
中
る
に
何
が
故
に
建
武

時
代
の
人
拗
醐
谷
高
貞
や
軒
師
れ
等
を
代
用
し

た
m
と
言
ふ
に
、
時
柑
を
憚
っ
た
の
は
素
よ
り

で
あ
ら
う
が
、
甕
谷
刊
官
は
播
磨
で
一
族
載
亡

の
巾
跡
J

こ
及
し
た
人
で
、
師
直
は
高
貞
を
議
し

て
苦
め
た
と
い
ふ
曲
岩
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら

ぅ゚
史
L

、
口
『
圏
谷
高
貞
り
妻
姿
色
あ
り
、
師
直

姦
せ
ん
と
す
紅
ど
従
け
す
，
遂
に
自
特
す
、

師
・
・
い
ク
を
凹
き
て
大
に
怒
り
、
高
貞
を
涎
し

て
裳
す
云
々
』

叉
或
胄
に
日
『
膨
谷
高
貞
謁
言
を
辿
け
て
妻

子
を
良
従
に
預
け
先
へ
落
し
逍
は
し
け
る
に

播
磨
の
陰
山
に
て
追
手
に
出
合
ひ
戦
ひ
つ
き

て
一
族
山
城
守
宗
村
甕
冶
が
妻
子
を
刺
殺
し

切
即
す
、
共
外
二
十
二
人
家
に
火
を
放
ち
切

腹
し
て
燒
死
す
、
斯
く
と
は
卸
ら
中
高
貞
合

弟
と
ヒ
人
共
に
落
行
く
に
、
又
の
追
手
に
出

合
ひ
七
騎
討
死
し
て
高
貞
を
出
雲
の
國
へ
ぞ

（
宵
名
）

梶
と
加
古
開
か
似
て
ゐ
る
が
、
此
名
は
似
ロ

的
で
は
な
く
、
加
古
川
と
本
蔵
と
は
矢
張
高
貞

の
一
族
戦
死
の
地
に
基
因
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

即
ち
此
地
は
加
古
の
渡
り
の
西
に
嘗
つ
て
こ

4

ぞ
仕
組
み
の
本
な
る
が
故
に
加
古
川
本
蔽
が
現

は
れ
川
た
の
で
あ
ら
う
°
河
水
に
因
み
て
戸
無

瀬
、
小
浪
と
い
ふ
女
房
と
娘
が
附
い
て
出
る
が

此
二
人
は
加
古
川
を
詠
ん
だ
古
歌
の
句
か
ら
採

っ
た
も
の
と
聞
く
が
、
未
だ
そ
の
證
歌
を
探
ぐ

り
得
ぬ
の
は
残
念
で
花
る
。

加

古

川

本

蔽

（

髪

名

）

附

戸

無

淵

小

浪

梶
川
典
―
―
一
兵
衛
（
び
名
）

落
し
け
る
、
共
後
高
貞
同
國
に
あ
り
て
妻
子

の
死
を
洩
れ
聞
き
終
に
切
腹
す
、
云
々
」

と
あ
り
、
此
説
に
基
け
ば
高
貞
は
賓
に
播
州

に
巾
縁
あ
る
人
で
、
播
州
赤
穂
の
義
士
を
演
す

る
に
鞭
冶
の
史
跡
を
引
用
し
た
の
も
道
理
で
、

叉
家
人
二
十
二
人
の
切
腹
と
言
へ
、
高
貞
の
切

腹
と
言
へ
、
誠
に
伯
仲
し
た
好
材
料
と
言
ふ
べ

き
で
あ
る
。

竹

森

喜

多

八

（

雙

名

）

武
と
竹
は
通
平
日
、
林
に
木
を
添
え
て
森
と
し

唯
と
喜
多
は
ほ
ゞ
似
て
、
七
に
一
を
ま
け
て
八

と
し
た
虐
は
お
か
し
き
組
立
で
あ
る
。

高
を
鷹
に
と
り
轄
じ
て
鷲
と
し
た
も
の
で
、

源
五
の
似
口
は
偲
吾
善
吾
な
ど
＼
す
べ
き
で
あ

ら
う
が
、
殊
更
に
文
吾
と
し
た
虚
は
、
小
説
の

名
に
文
吾
は
ま
し
あ
る
が
偲
善
な
ど
は
な
し
、

よ
く
氣
が
配
ら
れ
て
ゐ
る
。

大

鷲

文

大

高

源

五

武

林

唯

七

大
石
と
大
吊
は
前
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
主

税
は
力
に
通
じ
、
こ
れ
に
禰
文
字
を
添
え
た
も

の
で
、
蒲
は
文
蒲
、
一
三
躙
な
ど
ヽ
美
少
年
の
名

に
多
け
れ
ば
、
弾
出
●
禰
作
者
の
妙
所
に
感
服

大

星

カ

大

石

主

（
賓
名
）

（
富
名
）

税
（
賓
名
）

蒲
（
雙
名
）

吾
（
焚
名
）
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惣
右
衛
門

(
9名
）

原
を
嬰
姓
し
な
い
の
は
相
嘗
す
る
文
字
が
無

い
為
め
か
、
荒
、
唐
、
波
良
で
も
妙
な
ら
す
、

惣
と
郷
は
矢
張
似
口
的
。

伊
逹
左
京
亮
宗
春
（
｛
貰
名
）

桃
井
若
狭
之
助
（
簑
名
）

伊
逹
左
京
亮
宗
春
は
滞
野
長
矩
と
同
様
饗
應

接
待
を
司
っ
た
人
で
、
桃
井
若
狭
之
助
に
相
賞

L
て
ゐ
る
。
南
北
の
頃
桃
井
播
磨
守
直
常
と
い

ふ
人
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
此
人
の
作
り
名
で
あ

ら
う
。
又
桃
井
の
館
に
三
千
歳
と
い
ふ
姫
を
恨

設
し
た
の
は
、
一
二
千
歳
生
る
桃
を
取
り
し
東
方

朔
の
故
事
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
同
段

に
て
加
古
川
本
蔵
が
、
モ
人
を
諌
む
る
に
松
ヶ
枝

を
哉
る
は
宜
設
で
、
梶
川
典
三
兵
衛
が
長
矩
を

抱
こ
止
め
た
場
所
は
白
書
院
の
松
の
廊
下
で
あ

る
か
ら
、
口
定
に
基
い
た
作
意
で
あ
ら
う
。
叉
長

矩
切
腹
の
時
に
桧
使
と
し
て
来
る
役
人
は
庄
田

下
綿
守
．
多
門
偉
八
郎
、
大
久
保
植
左
衛
門
の

三
名
で
あ
る
が
、
脚
本
で
は
石
堂
右
馬
之
丞
．

原

原
郷
右
衛
門
（
雙
名
）

薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
の
雨
人
と
し
て
あ
る
。
石

堂
は
南
北
の
頃
石
堂
義
房
と
い
ふ
人
が
あ
り
、

薬
師
寺
は
足
利
の
臣
下
に
あ
り
。
大
樹
常
憲
院

殿
を
足
利
直
義
と
替
名
し
た
の
は
一
寸
ふ
さ
は

し
く
な
い
。
直
義
は
尊
氏
の
合
弟
で
奸
悪
な
人

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
元
新
田
家
に
仕
ヘ

後
高
貞
の
妻
と
作
意
せ
し
顔
恨
御
前
は
容
色
麗

か
ほ
ょ

は
し
き
よ
り
顔
吉
と
し
た
も
の
か
＂
腰
元
お
軽

は
例
の
使
す
る
和
歌
の
句
の
重
き
が
上
か
ち
採

り
し
軽
軍
の
組
立
て
か
。

外
賓
名
替
名
を
列
記
す
れ
ば
左
の
通
り
。

大
野
九
郎
兵
衛
（
斧
ヵ
太
夫
）
萱
野
＿
―
-
平
（
早

野
勘
平
）
帥
崎
典
在
郎
（
千
崎
蒲
五
郎
）
赤
埴

源
蔵
（
赤
垣
源
蔵
）
間
重
次
郎
（
矢
間
重
太
郎
）

矢
頭
右
衛
門
七
（
佐
藤
典
茂
七
）
不
破
数
右
衛

門
（
不
破
勝
右
衛
門
）
寺
坂
吉
右
衛
門
（
寺
岡

平
右
衛
門
）
大
野
軍
右
衛
門
（
斧
定
九
郎
）
小

野
寺
重
内
（
小
野
寺
十
内
）

右
の
外
寺
岡
の
播
磨
名
所
を
因
ん
で
飾
間
宅

兵
衛
と
名
乗
る
の
類
は
な
ほ
あ
ら
う
が
、
く
だ

／
＼
し
け
れ
ば
忠
臣
蔵
は
此
邊
に
て
蔵
入
り
と

し
て
、
次
琥
に
は
又
改
め
て
他
の
も
の
を
。

註
°
甕
谷
と
甕
冶
の
二
訛
あ
り
、
姓
氏
録
に

は
塵
冶
と
あ
り
。

吉

良

蟻

片

謹賀戦捷之新年

蹄
謹
賀

山 冒
蹄

之
新

枇
年

花
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｀
：
・
：
鷹
澤
松
太
郎
…
…

何
と
云
ふ
大
き
こ
仔
在
で
お
ら
ふ
。
初
代
豊

澤
問
平
師
を
斯
愁
の
人
は

H
蓮
椋
と
云
ふ
そ
う

だ
が
｀
私
は
こ
の
松
太
郎
師
を
斯
逍
の
お
天
道

様
と
云
ひ
た
い
0

人
類
の
一
番
大
切
た
も
⑦
は

太
陽
で
あ
る
L
同
様
に
、
斯
道
に
於
け
る
師
の

存
在
は
般
も
大
却
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
に
日

に
衰
退
を
辿
り
つ

4

あ
る
義
太
夫
節
を
是
正
す

る
か
の
様
に
、
高
所
よ
り
獣
々
と
し
て
太
陽
の

様
な
光
り
を
放
つ
て
屈
た
の
が
師
の
姿
で
あ
っ

た
こ
の
偉
大
な
る
斯
逝
の
お
天
遊
様
は
終
に
雲

に
隧
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和

t-―
一
年
十
月
十
九
日
午
後
二
時
十
五
分

ー
ー
喧
ー
ー
こ
の
日
は
何
と
云
ふ
悪
日
で
あ
っ

た
ら
ふ
か
°
今
の
世
に
残
れ
る
唯
一
の
名
人
、

不
世
出
の
こ
の
逹
人
の
霞
魂
は
永
久
に
減
し
た

の
で
あ
る
、
斯
道
の
為
め
．
何
と
云
ふ
て
悲
し

ん
で
よ
い
の
か
、
私
は
そ
の
詞
を
姉
ら
た
い
。

現
在
の
憚
曲
人
に
し
て
、
直
接
闘
接
の
違
ぴ

は
あ
る
が
、
師
の
藝
恩
を
被
ら
ぬ
も
の
は
幾
人

あ
ら
ふ
か
。
大
阪
浮
曲
界
上
肝
部
の
人
逹
は
、

百
里
の
道
を
遠
し
と
せ
す
、
寸
暇
を
利
し
て
は

常
に
師
の
門
を
叩
き
数
を
受
け
旦
つ
研
究
し
て

居
る
。
津
太
夫
師
、
古
靱
太
夫
師
を
始
め
。
新

方
エ
門
師
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
友
治
郎
師
の

如
き
は
最
も
熱
心
な
師
の
信
者
で
あ
る
。
斯
か

る
斯
消
の
楠
威
者
で
あ
り
、
斯
道
の
手
本
と
な

り
後
人
の
よ
き
指
導
者
で
あ
る
人
々
に
し
て
師

の
藝
風
を
研
究
し
て
居
ら
る
4
を
見
て
も
、
如

何
に
師
5

藝
格
が
貴
ひ
も
の
で
あ
っ
た
か
ゞ
頷

Jr I 

端

立
骰
澤
松
太
郎
師
を
偲
ぶ

柳 （一）

蛙

年 新 賀 謹

車早 竹
竹 本
古

津靱
太 太

夫 夫

-( 
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づ
か
れ
る
。

斯
道
に
は
古
来
よ
り
幾
多
の
名
人
逹
人
を
産

出
し
て
ゐ
る
、
併
し
そ
の
多
く
は
表
現
藝
術
と

し
て
の
椛
威
で
あ
っ
て
、
自
個
の
命
掛
け
の
修

行
に
依
っ
て
會
得
し
た
貴
ひ
藝
風
を
後
人
に
残

す
と
云
ふ
に
は
熱
心
の
足
ら
ぬ
線
ひ
が
あ
っ
た

や
う
だ
。
氣
に
入
り
の
極
く
少
数
の
門
人
ヘ
ロ

窮
し
に
偲
へ
る
と
云
ふ
堺
が
最
大
の
方
法
で
あ

っ
た
や
う
だ
。
故
に
二
代
一
二
代
と
佃
は
る
中
に

は
、
名
八
苦
心
の
風
格
を
正
確
に
俯
へ
得
る
と

は
保
誇
仕
哺
い
。
二
段
や
＝
段
と
違
ひ
、
餌
十

段
何
百
役
を

n
氾
し
に
敢
へ
る
事
は
到
底
出
来

得
な
い
、
故
に
確
官
（
な
朱
入
本
と
し
て
残
す
よ

り
方
法
は
な
い
°
併
し
こ
仕
事
は
中
々
の
難

事
で
あ
る
。
五
十
没
や
百
段
の
朱
本
を
残
し
た

人
は
幾
何
も
あ
る
が
、
師
の
疫
せ
し
朱
本
は
千

段
を
遠
く
越
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
驚
嘆
の

外
は
な
い
。
其
中
に
も
最
も
貴
ひ
も
の
は
、
現

在
全
然
行
は
れ
て
ゐ
な
い
古
曲
が
敷
百
種
と
道

行
物
が
百
敷
十
種
か
ら
あ
る
事
で
あ
る
。
是
等

を
一
段
／
＼
丁
年
に
入
未
し•
O
O格
の
匝
別
を

明
ら
か
に
し
、
其
|
師
の
解
繹
を
附
記
し
て
あ

る
。
斯
道
の
知
識
あ
る
者
が
見
れ
ば
一
目
瞭
然

と云ふ宜に貴ひ書である°千外古来より

斯道の秘偲虎の巻とLて、一切他見を許

されなかった『節盛し朱の鑑』並に初代

圃平師が師の為めに特に書残してくれた

「口俯」と稲する秘害とがある。これ等

は特に他人に細れぬ様符喋で入朱してあ

るのを、後人の為め斯道共通の朱に人替

へて残してある。

斯くの如き前人未踏の大事業を完成す

るまでには、師は四十年の歳月を捧げて

ゐる。師は躾業とか趣味とかと云ふもの

は何にもないc只浮曲の研究が趣味であ

り媒楽であったのである。朝はJi時には

必す起床され、帥佛を樗拝して直ぐ机に

向ひ筆を取る、そして三味線を弾いては

研究される。＿―-味線の音がしてゐなけれ

ば必す筆を持つてゐると云ふ精進振りで

あった。それが終日：．．． 否•…·終年…••四十年間の全部の生活であったのである

凡骨のたし得られる事ではない、箕に紳

であるとしか思はれぬ日常であったので

ある°猿之助師は尊父のこの精動努力振

りを見て、健康を氣づかひ、たまには温

年 新 賀 謹
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泉
へ
で
も
と
誘
は
れ
て
も
『
温
泉
へ
行
つ
て
も

三
味
線
を
輝
ヽ
の
が
氣
虎
で
研
究
が
出
来
ぬ
か

ら
」
と
云
つ
て
終
に
行
か
れ
た
店
は
な
か
っ
た

そ
う
で
あ
る
。

大
正
ー
一
年
の
春
の
事
で
あ
る
。
敬
十
年
の

努
JJ
に
依
つ
て
完
成
さ
れ
た
『
節
憲
し
朱
の

鑑
』
初
代
間
平
師
の
秘
書

[
n
側
」
並
に
卸
滅

さ
れ
て
啜
去
と
な
つ
て
ゐ
た
｀
ふ
の
を
苫
心
の
紬

果
調
ベ
卜
げ
た
元
口
曲
』
中
種
、
不
明
と
な
っ

て
ゐ
た
i

古
湘
節
調
」
其
他
義
太
夫
節
に
闘
す

る
得
難
き
花
書
を
、
東
克
音
楽
學
校
へ
寄
附
さ

れ
た
時
、
同
校
数
授
黒
木
勘
蔽
先
生
が
師
を
訪

問
さ
れ
て
、
七
馘
の
中
に
由
積
さ
れ
て
ゐ
ろ
著

述
を
見
て
驚
嘆
し
『
斯
か
る
大
袢
冑
を
こ
の
儘

埋
も
ら
せ
て
倍
く
は
残
念
で
あ
る
．
斯
迅
の
為

め
廣
く
公
開
さ
れ
て
は
如
何
』
と
勧
・
ら
れ
た

極
端
た
謙
遜
、
叙
で
あ
る
師
は
、
今
ま
で
一
門
の

人
々
に
よ
り
再
一
二
勤
め
た
の
に
も
耳
を
貸
さ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
黙
木
先
生
の
勧
告
に
始

め
て
決
意
し
て
｀
一
門
の
人
々
の
協
力
の
も
と

に
秋
に
展
覧
會
を
聞
く
事
に
決
定
し
て
準
備
に

か
L

つ
た
。
そ
し
て
こ
の
一
大
事
業
の
記
念
の

為
め
前
記
↑

u

節
盛
し
朱
の
鑑
」
と
圏
平
師
の
「
ロ

仰』を菊版六百ページのものに罷めて斯

道の人々に寄贈すべく印刷所へ廻し、最

早完成汎くなった時、あの大震災に遭遇

して、原本は勿諭、得難き参考書籍全部

を烏有に蹄し、師の一大事業は挫折のや

むなきに至ったのである。

この時一門の人々の紫腑は非常なもの

であった。師の心境を察して何と慰めて

よいか詞もなかった。師の感情に振れる

ボを恐れ、皆云合せて此事に振れる事を

さけてゐた。併し凡人でない師は泰然と

して、餘震の未だ終らぬ骰宅の中で、ロー

ゾクの火影をたよりに再度の大事業を目

指して第一歩の筆を染られたのである。

猿之助師はこの様子を見て心配され、

径悟の卜非常た傷動を受けてゐる際とて

健康をそこねてはと『この際充分静養さ

れて．家でも出来てからゆつくりとなさ

れては』と勤めると『イヤわしが仕なけ

れば世に埋れてしまふ古曲が澤山ある、

それを思ふと一日もじつとしてゐては

祖先へ申繹がたい、この仕事は御師匠様

（初代園平師）から命ぜられたわしの使

年 新 賀 謹
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命
で
あ
る
』
と
非
常
な
決
意
の
も
と
に
机
に
向

か
は
れ
る
尊
父
の
姿
か
ら
光
を
放
っ
た
や
う
に

感
じ
ら
れ
、
余
り
の
貴
さ
に
思
す
手
を
合
せ
て

拝
ん
だ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

幸
ひ
に
し
て
前
に
昔
業
學
校
へ
寄
附
し
た
著

書
は
火
災
を
逃
れ
た
の
で
、
借
用
し
て
参
考
と

し
て
、
震
災
後
十
五
年
に
し
て
再
度
の
大
事
業

を
完
成
さ
れ
、
祖
先
へ
の
忠
も
憲
し
、
師
へ
の

義
も
果
さ
れ
、
大
安
心
の
も
と
に
大
往
生
を
と

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
貨
ひ
＊
著
書
は
．
猿
之
助
芳
太
郎
雨
氏

の
手
で
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
後
何
か
の

機
會
に
世
に
公
開
さ
れ
る
事
と
恩
ふ
。

次
の
記
事
は
大
正
十
二
年
の
春
。
師
が
著
書

公
開
を
決
意
さ
れ
た
時
、
都
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
で
あ
る
。

9ヽ
9
9
9
9
9
●
●
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
.
.
.
.
.
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我
が
日
本
の
義
太
夫
界
で
名
賓
共
に
優
れ
た

豊
澤
松
太
郎
は
大
阪
の
土
地
を
去
つ
て
三
十
年

竹本朝太夫の合三味線として相菱らす雄

渾た技藝の持主であると同時に，其織巧

にして別健な昔色は斯界の國賓として珍

重されてゐる。其松太郎が今度近松の二

百年、義太夫の祖竹本義太夫の二百十年

自分が朝太夫を弾いて一―-＋年と云ふ、い

ろ／＼を記念する為めに非常の大苦心を

以て節付した古曲類千五百段を稿本一―一部

にして東京昔業學佼に寄贈し、別に菊版

五六百ページの書籍として目F印刷中今

秋出来上る筈になってる。松太郎は今年

｛公＇七、折あれば机に向つて焼滅された

古曲を調べ、或は不明になった節付けを

考へ、こ4に此i者述を完成する事になっ

たので、其中道行物計りを集めたのが＋

六巻にして百十六段「闘莉」「京名所」「橋

供養」「古戦場しのぶ賣L「源家七代集」「富

士見西行」「源氏十二段」「自然居士」など

珍曲多く尚ほ大阪の郷士藝術とする地歌

の煙滅されんとするもの二巻敷十回さへ

節付したのが別にあると云ふ°共精力と

篤學努力は箕に驚嘆すべきものである。

まだ此他に院本の研究、古曲節調の研究，

年 新 賀 謹
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料

理

店

深

川

顧

白

河

町

一

ノ

六

（

賑

役

所

通

り

）

錦 二

さ

と葉

謹

賀

新

年

其
他
秘
偉
と
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
な
ど
を
罷
め
て

全
部
音
楽
學
佼
に
寄
贈
し
た
の
で
、
同
佼
敢
授

黒
木
勘
載
氏
は
松
太
郎
の
宅
へ
，
9

つ
て
是
れ
等

の
著
述
を
見
て
駕
嘆
し
穴
と
云
ふ
。
要
す
る
に

共
道
の
知
識
あ
る
も
の
が
見
れ
ば
誰
が
見
て
も

其
節
や
ら
三
味
線
や
ら
の
手
が
、
直
に
判
る
や

う
に
細
か
く
朱
を
入
れ
た
窮
本
や
ら
、
義
太
夫

の
参
考
資
料
た
ど
を
一
纏
め
に
し
た
も
の
で
、

學
校
へ
寄
賠
し
た
の
を
吏
に
窮
本
し
て
、
今
秋

展
覚
會
を
開
い
て
一
般
に
公
開
す
る
事
に
な
っ

て
ゐ
る
。
松
太
郎
は
人
屯
知
る
＋
歳
の
時
、
先

代
濱
右
悩
門
の
門
に
入
り
、
其
後
初
代
閲
ギ
に

見込まれて附荷座では名人組太夫、大隅

太夫を弾いて噴々の盛名を馳せた人であ

る，J尚ほ松太郎が斯う云ふ研究を永年績

けて来た事に就ては、松太郎自身は一切

人に知らせす、唯自分一人丈けで今日ま

で績けて来たものだが、それを何として

も此仙で埋れさせて了ふのは疫念だとあ

つて息子の猿之助、芳太郎其他門弟連か

ら成る師忍會から勤めて漸く世間へ痰表

するボになったと云ふが、兎に角義太夫

趙に取ってに復典の帥とも云ふべく置に

稀有の話である。

年 新 賀 謹
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浄

瑠

璃

道

第
三
回
素
玄
聯
合
浮
曲
)

（
研
究
會
に
於
け
る
講
演

闘

本

邦

治

佐
渡
の
句
を
讀
み
て

佐
渡
の
句
會
を
一
讀
せ
し
後
、
最
も
深
く
印
象

に
残
っ
た
句
は
｀
前
賊
に
巾
上
げ
た
通
り
．
て
す
。

益
人
の
な
き
島
に
ゐ
て
秋
涼
し

こ
れ
は
一
茶
を
偲
ふ
洒
脱
味
。
全
て
の
蕊
術
に

於
て
最
も
担
に
し
て
且
つ
大
な
る
事
は
、
そ
の
藝

術
の
か
も
し
だ
す
表
現
及
び
内
容
の
個
性
．
て
せ
う

句
に
よ
ら
ず
、
粛
に
よ
ら
ず
、
作
者
の
個
性
即
ち

氣
品
が
讀
者
を
し
て
そ
の
胸
裡
を
う
た
し
め
る
事

が
、
最
も
肝
要
な
事
．
て
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
こ
の

貼
あ
な
た
の
句
は
個
性
の
個
性
た
る
も
の
が
我
々

を
し
て
會
得
せ
し
め
る
様
．
て
す
、
門
外
漢
の
小
生

の
た
わ
言
お
笑
ひ
下
さ
い
。

岡

田

蝶

花

形

讀

者

の

領

分

髯

湿

誌

本

H
、
こ
の
麹
町
厭
公
會
堂
に
於
て
淫
曲
研
完

會
公
演
を
催
し
、
麹
町
属
長
は
じ
め
多
敷
の
固
民

諸
君
の
末
聴
を
得
て
、
故
に
御
縣
か
せ
す
る
義
太

夫
は
、
藝
に
し
て
薬
に
非
ず
、
所
謂
浄
瑠
璃
消
て

あ
る
。
即
ち
こ
れ
は
身
を
守
る
、
自
分
の
も
の
ィ

あ
る
。
即
剣
道
と
同
じ
．
て
自
分
の
総
め
に
す
る
の

・
て
人
に
見
せ
る
べ
き
も
の
．
て
な
い
。
語
る
人
が
人

形
の
心
を
以
て
自
分
の
心
と
し
、
自
分
の
自
を
修

め
る
を
以
て
足
る
の
．
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
心
が

即
仁
義
忠
孝
順
と
い
ふ
五

tr．
て
、
そ
れ
が
叉
天
下

を
治
め
國
家
を
統
べ
る
根
元
と
な
る
の
て
あ
る
。

即
か
く
高
座
‘
て
義
太
夫
を
語
る
心
は
即
天
下
を
治

め
る
心
て
あ
る
。

か
く
話
し
来
る
と
何
だ
人
を
馬
鹿
に
し
て
る
。

義
太
夫
は
人
に
聴
か
せ
る
藝
．
て
な
く
自
分
．
て
研
究

に
す
る
の
だ
と
、
何
だ
馬
鹿
々
々
し
い
と
思
ふ
が

研
究
と
い
ふ
以
上
熱
を
以
て
演
じ
、
人
物
を
語
り

生
か
さ
な
く
て
は
自
分
の
修
養
に
な
ら
ぬ
か
ら
従

つ
て
そ
れ
は
聴
い
て
居
て
も
非
常
に
面
白
い
の
．
て

あ
る
。

自
分
の
も
の
と
せ
す
只
師
匠
の
口
箕
似
し
て
そ

れ
を
人
に
聴
か
せ
や
う
と
い
く
ら
美
昔
珠
を
轄
じ

て
も
そ
れ
は
チ
ッ
ト
も
面
白
く
な
い
の
も
道
理
て

あ
る
。

＿

ー

一

囲

（
相
談
役
）

誓
斐
塁
富
之
助

濱

ー

の

家

八

重

吉

ー一-]
 

浅草

困

女

會
（
イ
ロ
ハ
順
）

米
恵
比
磁
羞
冨
千
代

浪

花

家

が

き

っ

新

春

菊

の

家

綾

春

志

三

勝

本
志
磨
吉

昇
之
助

竹

農

の

家

竹

―-
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そ
れ
故
我
等
會
員
は
自
分
．
て
や
る
の
て
は
な
く

と
も
、
そ
の
語
り
物
を
味
ふ
上
に
そ
れ
は
自
分
て

信
じ
る
以
上
の
努
力
を
彿
ふ
。
つ
ま
り
學
校
．
て
い

ふ
豫
習
を
す
る
。
そ
れ
故
聴
い
て
居
て
、
こ
れ
は

面
白
い
と
か
つ
ま
ら
ぬ
と
か
＾
ッ
キ
リ
す
る
の
．
て

あ
る
。あ

の
奥
州
安
逹
原
、
新
版
歌
祭
文
、
本
朝
廿
四

孝
，
妹
脊
山
婦
女
庭
訓
、
三
日
太
平
記
、
太
平
記

忠
臣
講
繹
、
伊
賀
越
泣
中
双
六
等
の
作
者
近
松
牛

ー
ー
は
何
と
い
っ
た
か
『
簡
分
苦
心
し
て
作
は
す
れ

ど
下
手
な
語
り
手
に
語
り
殺
さ
れ
る
』
こ
れ
は
語

る
太
夫
が
生
物
識
り
の
勝
手
に
文
句
を
抜
差
し
た

り
叉
テ
ツ
の
多
い
た
め
意
味
を
と
lJ
ち
が
へ
て
簿

へ
る
か
ら
．
て
あ
る
。

先
づ
私
の
考
へ
．
て
は
よ
く
師
匠
に
こ
れ
を
正
す

と
共
に
、
理
解
あ
る
人
に
向
ひ
問
ひ
て
研
究

L
、

五
十
昔
の
疲
言
を
よ
く
査
ぺ
て
日
本
全
國
の
人
に

開
か
せ
て
文
章
の
意
味
や
、
人
形
の
心
が
明
か
に

判
別
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
為
め
か
A

る

研
究
會
を
設
立
し
た
理
由
．
て
も
あ
る
。

そ
れ
故
に
罷
衆
諸
君
に
於
て
も
唯
慢
然
と
面
白

い
と
云
つ
て
開
拾
て
し
な
い
て
、
又
ツ
マ
ら
な
い

と
心
中
に
不
平
を
蔵
し
な
い
て
、
よ
ろ
し
く
ど
ん

c

ー
な
紙
片
に
て
も
書
い
て
榮
屋
に
ま
て
御
投
じ
下
さ

、。＞ わ
れ
／
＼
は
蒻
人
て
は
無
く
て
蒻
術
家
て
あ
る

そ
し
て
未
だ
研
究
中
の
も
の
．
て
あ
る
。
同
じ
手
を

叩
か
れ
る
の
．
て
も
何
虞
か
う
ま
い
と
数
へ
て
頂
け

れ
ば
嬉
し
い
し
、
拙
け
れ
ば
拙
い
．
て
何
慮
か
拙
い

と
指
摘
し
て
頂
け
れ
ば
有
難
い
。
そ
れ
が
参
考
と

な
っ
て
又
こ
れ
を
登
表
す
る
批
評
會
．
て
は
そ
れ
を

開
い
た
他
の
人
に
も
同
様
に
参
考
と
な
る
も
の
て

あ
る
か
ら
、
指
摘
し
て
頂
く
こ
と
は
決
し
て
其
人

一
人
の
総
め
て
無
く
、
多
勢
の
総
め
．
て
あ
る
。
か

4

る
態
度
．
て
淫
曲
を
味
へ
ば
無
限
に
浮
る
り
の
趣

味
は
盛
き
る
も
の
．
て
は
無
い
。
右
御
願
ひ
を
す
る

次
第
て
あ
る
。

義
太
夫
の
強
固

去
る
昭
和
十
三
年
七
月
七
日
東
亜
の
平
和
破
れ
日

支
事
慶
勃
褻
に
際
會
し
、
斯
滋
の
朕
況
如
何
と
前

途
を
憂
慮
せ
ら
れ
た
る
愛
義
家
も
無
き
に
し
も
あ

ら
す
、
然
る
に
同
年
十
一
月
の
後
援
、
忘
年
温
習

各
會
其
他
の
出
演
は
ひ
き
も
き
ら
す
、
某
倶
業
部

の
如
き
は
十
月
中
旬
よ
り
十
二
月
二
十
五
日
迄
た

っ
た
一
日
の
休
演
も
な
く
連
布
の
出
演
盛
況
を
呈

森

好

年 新 賀 謹

電

話

｛

ふ

臼

横
手
旅
館

伊
香
保
温
泉

鶴
巻
温
泉

小
田
急
線
鶴
巻
温
泉
下
車

光

鶴

園

電
話
伊
勢
原
―
一
番

宿
泊
料
低
廉

電

話

国

一

六

0
番

宮
J
下

l

＿
ニ
ー
番

箱
根
強
羅
温
泉

覧
観
光
旅
館

ー（ 15 )-



ミ
ラ
カ
チ
の
効
能

胃
腸
の
弱
き
人
、
食
慾
不
振
の
人
、
虚
弱
閤

質
の
人
、
班
産
婦
哀
弱
の
人
、
病
後
の
恢
復

の
迎
き
人
等
の
滋
養
強
牡
飼
と
し
て
闘
病
力

の
強
化
と
榮
養
促
進
の
作
著
し
。

滋
養
強
壮
剤

し
た
り
、
如
何
に
愛
義
家
諸
氏
の
御
奮
鵬
努
力
且

は
斯
滸
綽
崩
の
意
思
強
固
に
し
て
斯
界
の
旺
盛
を

期
し
て
侯
つ
も
の
あ
り
、
洵
に
慶
賀
に
堪
へ
ざ
る

次
第
な
リ
°
叉
一
面
斯
く
あ
ら
ざ
れ
ば
其
技
藝
熟

逹
は
保
し
難
か
る
べ
く
、
延
ひ
て
は
國
家
の
資
力

禰
が
上
に
も
底
強
く
我
が
日
の
本
の
繁
榮
と
豫
て

懸
案
の
我
國
固
有
古
典
奎
術
擁
詭
も
途
行
出
来
得

る
も
の
と
思
料
せ
ら
れ
安
堵
の
胸
を
撫
て
た
る
次

第
な
り
。
軍
國
の
新
春
を
馴
る
昭
和
十
四
の
年
賀

に
該
り
時
局
柄
銃
後
の
御
奉
公
に
勤
し
み
娯
染
に

憫
力
を
練
り
精
神
を
養
ひ
、
健
康
澄
刺
た
る
身
を

以
て
盆
々
斯
界
の
御
装
股
を
故
に
謹
ん
て
祈
る
も

の
な
り
。

戦
時
下
に
生
れ
し
三
華
會
は
尚
日
茂
き
に

も
不
拘
、
門
下
の
御
熱
心
と
愛
義
家
諸
氏
の

御
後
援
と
に
依
り
日
を
追
ふ
て
隆
昌
に
向
ひ

っ
L
あ
り
、
是
れ
偏
に
我
が
會
の
幸
運
の
賜

な
り
。
第
四
回
の
出
演
は
帥
嘗
祭
佳
節
を

以
て
見
田
村
雨
氏
方
に
於
て
忘
年
會
を
廉
ね

開
演
盛
會
裡
に
終
了
し
た
り
し
が
、
昭
和
十

四
年
一
月
廿
日
午
後
六
時
よ
り
下
谷
交
正
倶

楽
部
に
於
て
左
の
如
く
出
演
す
る
筈
た
り
。

御
祝
憐
（
竹
本
華
代
）
日
吉
（
む
つ
み
、
華

代
）
紙
治
（
戦
捷
、
華
代
）
野
崎
（
三
好
弾
語
）

先
代
（
園
業
、
三
好
）
安
逹
(
+
=
―
―
―
-
、
三
好
）

寺
子
屋
（
村
雨
、
し
げ
る
）
忠
六
（
し
げ
る
、

華
代
）
太
＋
（
華
代
、
三
好
）

森

華

會

I~ 
~I 

好

歎投

迎稿

シ 蒲田
空

賃
電 9 ヽ ; 園町

氣

静閑 がよ
蒲話 ヴニ

戦

田'/ な ＜ 捷

＝ア一 ァ て 之
ー四

六ニウ ~, ゚ 新

一 1 年
番ス 卜
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院
本
は
立
作
者
が
あ
っ
て
、
終
始
一
貫
せ
る
大
筋
を
定
め
、
其
＂

＇ 

段
侮
に
受
持
ち
の
下
作
者
が
各
々
意
匠
を
出
す
虞
か
ら
、
知
ら
＂

院

本

の

話

一

ー

＇ 

ず
前
後
撞
消
を
末
た
す
が
如
き
こ
と
が
往
々
あ
る
や
う
．
て
あ
る
"

1

9

 

＇ 

5

懲
多
の
作
本
中
に
於
て
最
も
其
弊
の
甚
だ
し
く
、
且
つ
泄
人
の
耳
に
馴
れ
た
も
の
を
左
に
記
し
て
見
＂

＇ ー

八

る

こ

と

に

し

た

。

'

’
 
ヽ

｀

1

9

 

h

宮

澤

淡

々

子

い
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遭^＿ー

本

朝

廿

四

孝

二
段
目
の
切
、
上
使
村
上
義
浦
が
勝
頼
の
首
を
受

瑕
ら
ん
と
い
ふ
時
、
信
玄
の
奥
方
常
盤
井
御
前
は
暫

く
の
用
拾
と
猶
豫
を
乞
ふ
條
．
て
、
上
使
の
詞
に

暫
の
用
拾
は
し
て
く
れ
ん
と
庭
に
飛
び
を
り
垣

あ
さ
が
ほ

根
の
植
引
き
む
し
つ
て
床
の
間
の
花
生
へ
捻
込
み

コ
レ
此
植
の
し
ぽ
む
迄
は
宥
免
致
す
花
が
し
ぼ
む

と
そ
れ
が
寂
滅
い
や
と
言
は
さ
ぬ
割
符
の
下
卜
本

其
次
の
條
て
、
勝
頼
が
濡
衣
に
向
て
い
ふ
詞
に

い
た
づ
ら

ヲ
ヽ
其
恨
は
尤
も
な
れ
ど
親
の
赦
さ
ぬ
徒
な
れ

ば
ど
う
て
は
か
な
い
花
の
縁
も
う
植
も
し
ぼ
む
時

分
隙
入
れ
は
恥
の
恥
泣
か
す
と
そ
な
た
は
次
へ
行

き
や

四
段
目
の
中
、
謙
信
は
諏
訪
の
城
に
義
睛
の
幼
君
後

室
手
弱
女
御
前
お
成
の
設
け
を
な
す
と
い
ふ
條
．
て
、

腰
元
の
詞
に

尋
常
の
お
客
と
は
違
ふ
そ
れ
て
此
間
よ
り
國
々

の
名
物
を
お
求
め
な
さ
る
れ
ど
今
此
諏
訪
の
湖
に

永
が
張
り
詰
め
舟
の
往
来
も
叶
は
ぬ
故
何
か
が
手

づ
か
へ

又
そ
の
先
の
文
句
に

中
能
見
ゆ
る
中
庭
よ
り
い
き
せ
き
出
づ
る
簑
作

が
今
は
委
も
菊
作
り
花
恥
か
し
き
角
額
橡
先
に
小

腰
を
か
4

め
奥
庭
の
花
壇
の
菊
か
ゞ
む
を
伸
し
延

び
る
を
縮
め
枯
葉
一
枚
な
い
様
に
残
ら
す
手
入
仕

り
漸
く
唯
今
相
仕
思
ふ

と
あ
る
、
近
年

1

―
―
ケ
年
間
の
信
濃
諏
訪
の
氷
詰
月
日

を
拳
ぐ
る
と
一
月
五
日
、
一
月
七
日
、
一
月
十
四

H

（
以
上
薯
暦
十
二
月
四

H
、
六
日
に
嘗
る
）
と
勿
論

年
々
氷
詰
月
日
は
異
に
す
る
が
、
兎
に
角
十
二
月
か

ら
一
月
に
か
け
て
ゞ
あ
る
°
依
て
、
前
の
腰
元
の
詞

に
證
す
れ
ば
、
十
二
月
初
旬
に
此
大
賓
を
迎
（
た
の

・
て
あ
ら
う
°
然
る
に
今
を
盛
り
の
菊
花
壇
の
御
馳
走

と
い
ふ
事
は
甚
だ
不
似
合
で
、
し
か
も
十
種
香
の
場

・
て
花
作
り
の
簑
作
は
、
衣
服
を
改
め
て
出
て

誠
に
け
ふ
は
霜
月
二
十
日
我
身
が
は
り
に
相
果

て
し
豚
頼
が
命
日
く
れ
ゆ
（
月
日
も
一
年
餘
り
な

む
幽
雲
出
離
生
死
頓
生
ぼ
だ
い

と
言
ふ
。
こ
A

に
於
て
そ
の
日
は
霜
月

1

一
十
日
て
あ

る
事
が
知
れ
る
。
さ
て
此
年
に
限
り
て
氷
詰
も
常
ょ

り
早
く
、
菊
花
壇
も
遅
く
ま
．
て
あ
っ
た
と
し
て
見
逃

せ
ば
見
逃
せ
る
が
、

1

一
段
目
に
出
る
勝
頼
身
代
リ

の
時
の
朝
顔
は
、
い
か
に
信
州
の
時
候
が
狂
っ
た
と

て
、
霜
月
廿
日
に
朝
顔
の
花
盛
り
と
は
奇
怪
．
て
あ
る

本
篇
は
明
和

1

―
―
年
丙
戌
正
月
十
四
日
の
刷
本
て
、

作
者
は
近
松
半
二
、
竹
田
因
幡
、
三
好
松
洛
、
竹
田

小
出
、
竹
本
一
一
一
郎
兵
術
、
竹
田
平
七
等
て
あ
る
。

謹
賀
戦
捷
之
新
年

瀧
脇

i
つ
ば

ー（ 17 )-



▼
第
拾
二
叩
ー
ー
▼
年
頭
詞
（
芳
河
士
）
▼
浮

曲
そ
＼
ろ
言
（
黒
顔
老
人
）
▼
錮
津
大
換
晩
年

の
一
挿
話
（
岡
田
宋
雨
）
▼
蔦
紅
葉
字
都
谷
峠

（
田
村
西
男
）
▼
義
太
夫
人
形
座
の

H
蓮

記

を

見
て
（
小
泉
館
吉
）
▼
*
向
ふ
の
手
帖
か
ら
（
島

東
吉
）
▼
加
賀
見
山
蕉
錦
統
(
-
)
▼
浮
瑠
璃

秘
佃
▼
東
都
五
十
義
會
評
（
聴
評
生
）
▼
五
十

義
命
い
の
採
黙
を
見
て
（
門
外
漢
）
▼
太
枠
俳
壇

（
芳
河
士
選
）
▼
各
地
通
信
0

會
報
・
共
他
▼

口
籍
（
棚
津
大
接
自
粛
贄
）
（
中
澤
巴
氏
所
戴
）

義
太
夫
人
形
座
・
帥
馬
里
芳
氏
●
闘
悦
子
氏
・

菊
粋
會
●
人
氣
投
猥
賞
選
三
花
形
（
駒
若
●
越

喜
美
・
叶
）

▼
第
拾
二
琥
ー
ー
▼
文
楽
座
詣
で
（
小
泉
箕
吉

氏
撮
影
）
＞
績
竹
本
劇
と
索
人
芝
居
（
坂
本
猿

莉
者
）
▼
菊
五
郎
と
お
光
（
伊
原
青
々
園
）
▼

鬼
界
島
の
舞
亭
稽
古
か
ら
（
小
泉
冥
吉
）
▼
浮

叫
そ
し
ろ
言
（
黒
顧
老
人
）
▼
評
（
駿
評
生
）

▼
天
理
教
祖
偲
(
-
)
（
藤
井
天
海
）
▼
加
賀
見

太
樟
」

山
奮
錦
絹
（
二
）
▼
雑
報
•
會
報

▼
第
拾
＿
―
-
騰
ー
|
▼
文
業
座
詣
で
（
小
泉
箕
吉

撮
影
）
マ
文
業
の
如
月
興
行
（
小
泉
冥
吉
）
▼

話
の
よ
せ
鍋
（
岡
田
翠
雨
）
▼
妹
脊
山
（
伊
原

青
々
園
）
▼
加
賀
見
山
筈
錦
絹
(
-
―
-
）
▼
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
坂
本
猿
冦
者
）
▼
菊
粋
會
を
認
く
▼

天
理
敦
祖
偲
（
二
）
（
藤
井
天
海
）
▼
大
會
と
小

會
▼
太
枠
俳
壇
（
芳
河
士
選
）
▼
雑
報
●
會
報

消
息
▼
口
統
（
東
都
義
太
夫
研
究
會
●
昔
女
會
）

▼
第
拾
四
腕
ー
~
▼
蒲
生
一
二
象
（
小
泉
〗
県
吉
氏

撮
影
）
▼
自
嘲
記
（
小
泉
箕
吉
）
▼
曾
我
銹
侠

御
所
櫻
（
田
村
酉
男
）
▼
加
賀
見
山
奮
錦
絹
（
四
）

▼
壽
業
會
座
談
會
（
岡
田
翠
雨
）
▼
天
理
数
祖

偲
（
三
）
（
籐
井
天
海
）
▼
太
綽
俳
壇
（
芳
河
士

選
）
▼
大
會
と
小
會
•
五
十
義
會
採
勘
表
・
墜

義
會
採
勘
表
●
會
報
●
消
息
▼
口
綺
（
五
十
義

會
並
に
墜
義
會
入
賞
の
人
々
•
竹
本
南
部
太
夫
・

通
話
會
劇
・
牡
丹
）

▼
第
拾
五
琥
ー
ー
▼
雪
月
化
（
措
津
大
採
作
）

ヽ

ー

J

息

目

次

―

―
，
ー
、

系

至自

第第

百壼

賊眺

京祝

竹百

太

樟談菰せと 束・
駐 t廣

謝

塁連名中 竹 祝百

翡胃 本琥

太旱を 部南

樟駄 夫太

前
琥
都
浪
と
せ
し
談
植
を
謝
す

太

樟

肱

小

川

都

川

祝

百

琥
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了狂言の配色を重んじない文業座（岡田▼自分の義太夫を自分で聞け▼潤色焔土

翠雨）▼太十章句改訂（中野三允）▼歌蔵（石井琴水）▲梵語の國語化（アンノ

舞伎座の道明寺（小泉鍍吉）▼壽業會座―ーマス）▼海外の社友諸君ヘ・内地の社

談會（岡田翠雨）▼フォーラム（坂本猿友諸君へ▼逸話集（芋虫爺）▼錦粧軒川

荒者）▼加賀見山焦錦絹（五）▼太枠俳柳（阪井久良伎）▼太椋俳壇（芳河士選）

壇（芳河士選）▼大會と小會・會報▼口▼雁のたより（豊澤猿之助•豊澤園四郎）糖（墜友會•竹賊會）▼十月の運勢（納昔生）▼大會と小會（纏▼第拾六墜ーーー▼不純なる改名を戒しむ評）▼會報・消息▼口絹（ありし日の大

（岡田翠雨）▲太絃七奏楽（中野三允）隈邸のつどゐ•松本公會堂に於ける招友▼豊竹呂昇逝く（岡本松濱）▼小助と直會の人々・東劇に出演の文槃座の人々）

助（田村西男）▼黒衣朗讀會に列りて（久▼第拾八琥ー—▼餘白の力（小川虚舟）保田金倦）ア「なにはの悌」を讀みて（岡▼蛙の戯言（小泉蛙嗚）▼義太帥業（中

田翠雨）マ東都五十義會々長の披露▼大野三允）マ音女會評判記（芳河士・さく

會と小會・滑曲振興會生る・葵氏と加賀子・虚舟）▼錦粧軒川柳（阪井久良伎）

見山R正昔苦聾・維報▼口絹（三井頷鳳▼逸話集（芋虫爺）▼加賀見山蕉錦緞（七）

氏・農竹八應戸見亭開）▼本社主催浄曲大會（小島三喜子）▼五

ご第拾七腕—|＞申上ます（小川虚舟）＋義會採勘表▼院義曾評（騎貯）▼質間小川先生を引入れる迄（富取壽鹿）▲讀欄（響阿煩）▼太枠俳壇（芳河士選）▼

喜君は同時に我社友である（富取主幹）會報・消息▼口絹（聰義曾り人々・三井

了大阪文楽一座を舶く（小川虚舟）▼時策鳳氏・湯原消司氏•宮本武蔵氏）代錯誤の會則を改めよ（岡田翠雨）アハて第拾九琥—_＞滑曲はむつかしい（田
日の夕。問いたま4（宇崎瑶子）て義太中煙亭）▼悪因悪果を招く（岡田翠雨）

六）て帥震矢口渡（中野一――{JL)▼堀川の話（田

熱謹

海賀

電熱 新新

旦塁海市外三鈴 年

四
■'. ょ三 旭

番゚ 町同勝 し

謹

賀

新

年

麟

並

木

倶

築

部

渫

草

・

雷

門

電
話
渫
ー
ニ

I
-
l

五
番

義
太
夫
席
と
し
て
皆
様
の
お
氣
に
召
す
倶
衆
部

・
て
御
座
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
ら
も
最
も
便
利
．
て
、
落
つ
い
て
騨
<

お
方
ま
て
き
っ
と
喜
び
ま
す
。
黍
物
は
電
車
・

パ
ス
・
地
下
鐵
い
づ
れ
も
雷
門
下
車
、
寵
ぐ
近

間
．
て
ご
ざ
い
ま
す
。
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村
西
男
）
▼
-
―
-
澤
初
子
の
偲
▼
五
十
義
會
の
審

査
に
就
て
（
鶴
澤
網
造
）
▼
本
就
主
催
浮
曲
大

會
（
宇
崎
瑶
子
）
▼
義
曲
漫
談
（
里
墜
生
）
▼

加
賀
見
山
蕉
錦
轄
（
八
）
▼
五
十
義
會
評
（
聰

貯
生
）
て
義
太
夫
古
蹟
巡
り
（
農
澤
芳
太
郎
・

豊
澤
猿
喜
知
贔
豆
澤
園
四
郎
）
▼
太
椋
俳
壇
（
芳

河
士
選
）
▼
津
賀
太
夫
・
猿
之
助
一
行
よ
り
▼

＊
會
と
小
會
（
纏
評
）
▼
會
報
・
消
息
▼
口
絹

（
万
十
義
會
の
人
々
・
小
林
和
舟
氏
見
亭
披
露

栗
原
千
鶴
氏
・
鈴
木
松
賽
氏
・
岩
村
一
笑
氏
・

寺
岡
―
―
一
幸
氏
・
黒
川
叶
氏
・
帥
馬
里
芳
氏

▼
第
廿
琥
ー
ー
小
川
虚
舟
氏
追
悼
琥
ー
—
▼
湯

原
清
司
君
の
太
＋
を
馳
く
（
絶
筆
、
小
川
虚
舟
）

▼
小
川
文
雄
君
を
憶
ふ
（
澤
田
牛
磨
）
▼
小
川

君
を
惜
し
む
（
長
岡
外
史
）
▼
小
川
文
雄
君
を

惜
し
む
（
巖
本
善
治
）
▼
義
太
夫
は
藝
術
ぢ
や

（
杉
山
茂
丸
）
▼
故
小
川
君
を
偲
び
て
（
大
河

内
得
一
）
▼
故
小
川
先
生
（
山
田
活
闘
）
▼
不

遇
な
人
・
梢
し
い
人
（
副
島
八
十
六
）
▼
噛
小

JIJ
虚
舟
氏
（
西
村
辻
夫
）
▼
小
川
文
雄
氏
の
霞

に
捧
ぐ
（
大
河
内
翠
）
▼
小
川
氏
を
惜
し
む
（
杉

山
巴
仙
・
中
澤
巴
•
安
藤
ど
く
ろ
●
栗
原
千
鶴

竹
内
た
も
つ
•
宮
本
武
蔽
・
竺
井
箪
鳳
・
寺
岡

波

間

商

店

下
谷
仲
御
徒
町
一
ノ
ー
七

三
幸
•
谷
口
響
阿
瀕
•
鈴
木
松
賓
●
湯
原
清
司
）

▼
小
川
氏
を
惜
し
む
（
竹
本
朝
太
夫
•
農
澤
松

太
郎
•
竹
本
津
賀
太
夫
•
豊
澤
猿
之
助
•
豊
澤

芳
太
郎
）
▼
小
川
氏
と
震
徽
（
豊
澤
猿
三
郎
）

マ
芯
ら
れ
ぬ
小
川
先
生
（
富
取
三
久
子
）
▼
小

川
先
生
（
宇
崎
瑶
子
）
▼
小
川
氏
と
私
（
富
取

芳
河
士
）
▼
大
會
と
小
會
（
随
眸
）
一
二
義
太
夫

古
蹟
巡
り
（
豊
澤
芳
太
郎
・
豊
澤
園
四
郎
•
豊

澤
猿
喜
知
）
▼
兜
會
の
復
活
▼
五
十
義
會
慰
労

會
▼
追
普
義
太
夫
會
（
三
久
子
）
▼
弘
法
様
の

お
灸
（
豊
澤
猿
三
郎
）
▼
悶
衆
の
不
心
得
（
紫

雲
生
）
▼
會
報
•
各
地
通
信
●
消
息
▼
口
籍
（
同

氣
倶
楽
部
に
於
け
る
小
川
氏
•
追
善
義
太
夫
會
●

因
會
祖
先
祭
）

波
間
へ
…
…
…
…

綺
絹
•
色
紙
短
冊
の
御
注
文
は

勝

富

松

菓

紳
築
坂
へ
迭
越
し
の
折
は

御
祝
ひ
申
上
候

子

謹
み
て
戦
捷
の
新
年
を

胃
腸
に
ミ
ラ
カ
チ
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帝
都
浄
曲
界
に
於
け
る

▽
本
欄
は
通
信
又
は
番
組
御
送
付
の
も
の
、
或
は
新
生

の
會
を
報
逍
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す
。

▽
開
催
前
月
に
詳
細
を
報
逍
し
た
も
の
は
開
催
後
の
記

事
を
略
し
ま
す
。

▽
特
種
の
催
ほ
し
の
外
前
置
き
を
略
し
ま
す
。

帝
都
罪
曲
界
の
重
鑽
揃
え
、
人
氣
愈
々
高
ま

る
中
老
貧
は
、
猿
に
松
岡
茂
里
雄
、
原
田
越
巴

濡
田
寄
聾
氏
等
の
入
會
に
相
次
ぎ
。
最
近
は
沼

井
盛
鶴
、
近
江
洞
蔀
氏
の
入
會
に
盆
々
そ
の
基

礎
を
堅
宜
な
ら
し
め
，
今
回
同
會
の
褻
企
に
て

大
日
本
罪
曲
競
油
會
が
誕
生
す
る
事
に
な
っ

た。
飩
に
審
査
員
と
し
て
大
阪
の
竹
本
叶
太
夫
、

鶴
澤
叶
の
雨
氏
が
決
定
し
，
番
附
は
等
級
に
す

ろ
か
、
相
撲
番
附
に
す
る
か
此
方
は
未
定
で

は
あ
る
が
、
東
西
優
勝
者
に
は
大
阪
文
業
座
か

ら
優
勝
旗
を
賠
る
事
に
た
り
、
優
腕
者
に
は
或

時
期
に
於
て
愛
宕
山
か
ら
放
送
櫂
を
輿
へ
る
等

放
送
局
と
の
交
渉
も
進
行
し
て
ゐ
る
由
で
、
新

進
の
人
々
か
ら
頗
る
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。
た
ほ

中
老
會
の
會
員
諸
氏
は
本
會
に
出
演
せ
中
、
所

謂
産
婆
役
と
し
て
極
力
本
會
の
為
め
盛
痒
す
る

事
に
し
、
出
演
者
よ
り
金
品
の
寄
附
も
一
切
断

中
老
會
部
隊
の
活
躍

大
日
本
浄
曲
競
演
會
生
る

ー

記

者

ー

ー

_

り
、
一
人
二
十
分
語
り
會
贄
は
金
拾
圃
見
営
に

て
、
網
餘
金
の
あ
る
場
合
は
會
の
積
立
金
と
し

不
足
の
場
合
は
中
老
會
全
員
が
資
櫓
す
る
事
に

な
っ
て
ゐ
る
。

審
査
員
は
東
京
に
審
査
の
資
格
の
あ
る
師
匠

も
少
な
く
な
い
が
、
地
元
の
審
査
員
で
は
何
か

と
談
錯
が
な
い
で
も
た
い
と
い
ふ
獣
か
ら
｀
同

會
は
東
京
と
は
闘
係
の
簿
い
方
面
に
審
査
を
依

頼
し
た
も
の
で
、
な
ほ
叉
五
十
義
會
に
到
抗
す

る
か
の
や
う
に
言
ひ
ふ
ら
す
向
き
も
あ
る
が
、

同
會
は
全
然
さ
う
し
た
意
味
は
毛
頭
な
く
、
即

ち
五
十
義
會
と
は
姉
妹
會
の
心
持
ち
で
あ
る
と

の
事
で
あ
る
。

因
に
會
期
は
一
一
一
月
下
旬
、
會
場
は
電
氣
倶
楽

部
の
豫
定
。

香
伯
會
は
十
二
月
廿
一
日
午
後
四
時
よ
り
電

氣
倶
槃
部
で
左
記
番
組
に
依
り
忘
年
會
を
催
ほ

し
た
。壺

坂
（
若
好
、
綾
千
代
）
…
忠
九
（
千
鶴
）

引
窓
（
香
候
）
忠
六
（
紅
司
）
太
十
（
鐵
幹
）

寺
子
屋
（
掬
月
）
先
代
（
美
地
句
）
叉
助
（
未

香

伯

會

ー（ 21 ）一



趣

意

書

女
義
と
い
へ
ば
東
橋
亭
と
昔
か
ら
ゆ
か
り
の

深
い
雷
門
の
此
東
橋
亭
が
、
新
春
二
月
一
日
か

ら
素
義
の
練
習
場
と
な
っ
て
迎
夜
賑
々
し
く
開

催
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
褒
企
者
は
松
林

輻
笑
、
小
林
和
舟
の
雨
氏
で
、
こ
れ
に
金
田
金

鳳
、
廣
湘
い
ろ
は
、
細
川
泊
、
高
瀬
操
、
上
田

上
誠
、
及
川
旭
、
飛
石
か
た
め
、
高
橋
宮
古
、

若
手
會
そ
の
他
多
数
の
贄
成
者
が
績
々
と
集
つ

て
そ
の
準
備
中
で
あ
る
が
、
何
し
ろ
螢
利
を
放

れ
た
出
演
者
本
位
と
い
ふ
趣
旨
は
時
節
柄
極
め

て
大
好
評
で
、
出
演
希
望
者
は
押
す
な
／
＼
の

超
満
員
を
豫
想
さ
れ
て
ゐ
る
。
趣
意
事
累
皿
に
規

約
左
の
通
り
。

今
般
非
常
時
局
＝
鑑
ミ
、
素
義
練
習
所
ヲ
茂

京
雷
門
前
通
リ
東
柄
亭
二
於
テ
、
晴
雨
ヲ
論
ゼ

ズ
連
日
無
休
ヲ
以
テ
午
後
五
時
ョ
リ
＋
時
迄
開

催
卜
定
メ
、
遠
近
者
男
女
ヲ
問
ハ
ズ
飛
入
自
由

＝
テ
、
三
味
線
見
豪
衣
服
床
泄
話
等
ノ
使
用
求

メ
ー
ー
應
ジ
、
高
座
出
語
リ
J
．
簡
易
化
ヲ
計
リ
、

一
般
邸
衆
者
ヲ
一
切
無
料
入
場
ヲ
許
シ
、
勤
善

懲
悪
忠
孝
義
理
人
情
古
典
歴
史
風
俗
ヲ
織
込
ミ

タ
ル
文
章
一
ご
音
曲
ヲ
加
へ
、
大
音
墜
ヲ
獲
シ
、

表
情
抑
揚
ヲ
公
開
、
以
テ
臨
衆
―
ー
自
然
―
一
會
得

セ
、
ン
メ
練
習
ヲ
廣
ク
促
進
シ
修
養
，
交
際
，
健

康
―
ー
普
用
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
ト
同
時
―
-
、

斯
道
ノ
痰
展
―
―
資
ス
ベ
キ
目
的
ヲ
以
テ
設
立
ス

幸
ご
全
國
趣
味
同
好
者
J

御
賛
成
ヲ
得
レ
バ
本

懐
ノ
至
リ
ナ
リ
。

尚
二
百
勘
ヲ
満
勘
ト
ス
ル
投
票
箱
ヲ
場
内
手

洗
所
二
設
備
シ
，
一
般
臨
衆
者
ノ
投
栗
ヲ
受
ケ

二
十
名
以
上
ノ
幹
事
ノ
合
議
ノ
上
優
秀
ナ
ル
成

績
者
―
―
劉
シ
賞
欣
ヲ
贈
呈
シ
ー
暦
ノ
振
興
―
—
資

女
義
の
定
席
『
東
橋
亭
』
で

連

夜

素

義

の
公

演

飛

板

素

義

練

習

所

飛
入
勝
手
次
第
，
睛
雨
―
ー
拘
ラ
ズ
苺
日

無
休

演

二

月

一

日

午

後

五

時

よ

り

入
場
一
切
無
料

語
リ
時
間
一
高
座
一
二
十
分

飛
入
者
ハ
―
―
―
味
線
付
キ
―
ー
テ
同
断

費

金

武

OO也

座
付
三
味
線
―
ー
テ
語
ラ
ル
ヽ
場
合
ハ
、

絃
代
ト
シ
テ
金
戴
闘
ヲ
申
受
ク
。
尚
一

段
語
lJ
ハ
倍
額
、
七
分
語
リ
ハ
五
割
増

ノ
事
（
此
場
合
糸
代
モ
同
断
）
諸
動
具

貸
典
J

便
ア
リ

屋

金

壼

ooヲ
申
受
ク

右
ハ
市
内
荷
物
配
逹
料
―
ー
テ
、
遠
方
ハ

別
二
相
談
ス
。
尚
床
泄
話
ハ
練
習
所
持

チ
―
ー
テ
無
料

告
場
内
或
ハ
番
組
哀
面
へ
宜
偲
廣

告
ノ
求
メ
ニ
應
ズ

入
飛
入
申
込
者
ハ
ナ
ル
ベ
ク
前
日

廣 箱 會 開 看

規

成
）
＋
種
香
（
紫
道
）
安
逹
（
松
賓
）
陣
屋
（
清

雀
）
本
下
（
雀
）
絃
（
観
西
翁
）

セ
ン
ト
ス
。

約
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十
＿
一
月
六
日
午
後
叫
時
よ
り
電
氣
倶
楽
部
に

開
催
。

共

溶

叫

無

名

會

ノ
午
後
五
時
ョ
リ
＋
時
迄
―
―
練
習
所
宛

テ
申
込
ノ
事
（
語
リ
順
番
ハ
幹
事
―
―
一

任
ノ
事
）

他
一
鮫
義
太
夫
會
ノ
貸
切
ノ
求
メ

ニ
應
ズ
。
尚
稽
lrl1
希
望
ノ
向
キ
一
一
劉
シ

テ
ハ
、
濶
裳
ナ
ル
師
匠
ヲ
紹
介
ス

幹
ド
ハ
義
太
夫
ヲ
語
ル
料
式
拾
名
限
リ
ト
シ

金
式
拾
閂
前
納
彿
込
ノ
事
。
右
金
額
ハ
小
林
和

十
二
月
十
四
日
夕
五
時
よ
り
筍
一
徴
兵
保
論
{

の
八
陪
訪
堂
で
．
左
記
番
組
に
依
り
義
士
祭
の

タ
を
間
仙
、
三
味
綜
は
竹
本
素
女
一
座
、
人
形

は
池
田
三
国
氏
の
古
北
府
に
て
、
時
局
柄
此
意

義
あ
ろ
佃
ほ
し
を
盛
曾
裡
に
終
演
。

忠
臣
馘
―
―
一
段
目
門
外
（
勘
平
、
九
皐
。
お
飩

舟
氏
責
任
付
保
管
シ
、
月
末
二
牧
支
計
算
ノ
上

決
算
報
告
ヲ
ナ
シ
、
損
盆
ヲ
幹
事
會
―
―
於
テ
虞

理
ス
。
粋
事
功
労
ア
ル
時
ハ
特
二
優
待
ヲ
輿
ヘ

ル
事
、
幹
事
ノ
椛
利
譲
渡
ハ
全
幹
事
過
半
J

同

意
ヲ
要
ス
。

昭
和
十
四
年
一
月

東
橋
亭
幹
事
一
同

電
話
澄
草
一

0
ニ
一
番

素
八
。
伴
内
、
可
雪
）
四
段
目
（
無
罪
）
五
段

目
（
定
九
郎
、
九
皐
°
輿
市
兵
衛
、
春
甫
。
勘

平
、
素
八
）
六
段
目
（
ど
く
ろ
）
七
段
目
（
由

良
之
助
、
ど
く
ろ
。
お
か
る
、
無
涯
。
平
右
衛

門
，
春
甫
。
力
澱
、
矢
間
、
可
雪
。
千
崎
、
素

次
。
竹
森
、
索
國
）

吉
田
屋
（
長
平
、
組
造
）
本
下
（
美
蜂
、
猿

之
助
）
帯
屋
（
ど
く
ろ
、
司
好
）
太
＋
（
國
墜

冒

い

義

士

祭

の

タ

同
會
は
新
年
義
太
夫
會
を
一
月
十
日
午
前
十

一
時
よ
り
三
越
ホ
ー
ル
に
於
て
開
催
。
各
自
熱

演
好
評
の
中
に
も
、
大
切
阿
津
満
氏
の
「
堀
川
」

で
、
猿
廻
し
の
件
で
浪
六
氏
が
猿
を
使
っ
て
そ

の
妙
技
に
喝
采
を
博
し
た
。

寺
子
屋
前
（
花
王
、
鶴
助
）
奥
（
喜
鶴
、
鶴

玉
）
佃
顔
（
喜
城
、
猿
喜
知
）
新
日
（
柳
蝶
、

鶴
玉
）
吃
叉
（
浪
六
、
鶴
助
）
逆
俯
（
司
朝
、

紋
左
衛
門
）
堀
川
（
阿
津
満
，
鶴
助
、
ツ
レ
紋

三
郎
）

九

皐

會

猿
ー
―
一
郎
）
壺
坂
（
操
，
道
之
助
、
ツ
レ
扇
之
助
）

追
報
3

只
今
校
正
中
へ
、
一
月
十
七
日
同
倶

業
部
に
て
午
後
四
時
よ
り
新
年
義
太
夫
會
開
催

の
通
信
に
接
し
ま
し
た
か
ら
左
に
。

日
吉
（
操
、
道
之
助
）
辮
慶
（
長
平
ぶ
叫
造
）

酒
屋
（
美
峰
猿
之
助
）
寺
子
屋
（
ど
く
る
、

司
好
）
堀
川
（
國
腺
、
猿
三
郎
、
ツ
レ
扇
之
助
）

な
ほ
次
回
は
二
月
十
七
日
、
三
月
十
七
日
。
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黒
川
氏
は
永
々
病
氣
に
て
帝
大
で
大
手
術
を
う
け
、

一
時
は
頗
る
軍
態
で
あ
っ
た
が
。
日

黙
川
叶
氏
繍
祝
賀
義
太
夫
大
會

第
六
回
清
業
曾
は
同
曾
の
忘
年
曾
と
し
て
十

二
月
十
七
日
午
後
―
―
一
時
半
よ
り
、
本
郷
春
木
町

志
久
本
倶
楽
部
に
開
催
、
何
し
ろ
近
江
清
華
氏

の
肝
入
り
と
て
盛
曾
を
つ
く
し
、
業
屋
の
賑
か

た
こ
と
こ
れ
叉
稀
れ
な
華
や
か
さ
で
、
義
太
夫
、

清
元
、
研
澤
、
小
唄
と
数
番
の
後
切
前
で
近
江

氏
令
嬢
君
子
さ
ん
の
舞
踊
[
-
―
一
ツ
而
』
の
そ
の

あ
ざ
や
か
な
演
技
に
満
拗
大
喝
采
を
博
し
た
。

橋
辮
慶
（
牛
若
、
静
子
。
辮
慶
、
い
く
子
。

第

六

回

油

會

十
二
月
十
二
日
午
後
六
時
よ
り
第
四
回
を
麹

町
匿
公
酋
堂
で
開
催
。
次
い
で
二
十
一
日
午
後

五
時
よ
り
丸
ノ
内
闘
糸
曾
館
七
階
日
本
間
に
於

て
同
曾
の
懇
親
會
を
兼
ね
出
演
順
の
相
談
會
を

催
ほ
し
、
終
つ
て
農
澤
廣
助
（
糸
鷹
竹
和
歌
吉
）

絃
智
恵
子
、
春
子
、
寛
一
一
一
郎
）
い
ざ
さ
ら
ば
、

い
つ

L
か
（
松
浦
）
新
口
村
（
春
子
）
患
す
て

ふ
、
う
ぐ
ひ
す
（
智
恵
子
）
石
川
や
、
土
堤
を

通
る
は
（
胞
好
）
中
将
姫
（
中
将
姫
，
智
恵
子
。

岩
根
御
前
、
豊
成
卿
、
清
華
。
廣
次
卿
、
千
賀

子
°
浮
舟
、
静
子
°
桐
の
谷
、
い
く
子
。
絃
寛

三
郎
）
小
唄
（
秀
峰
）
燦
町
（
朝
正
）
三
ツ
面

（
君
子
）
七
段
目
（
由
良
之
助
、
い
く
子
。
お
か

る
｀
静
子
。
平
右
衛
門
、
千
賀
子
°
絃
寛
―
―
一
郎
）

栗
十
種
香
（
大
ゑ
い
、
越
治
）
鰻
谷
（
千
睛
、

園
市
）
先
代
（
染
登
、
紋
敢
）

の
「
河
庄
」
が
あ
っ
た
。
第
四
回
番
組
左
の
通

り
。

□

鐸

溶

血

研

究

會

互
調
會
の
廿
四
回
を
同
會
の
忘
年
曾
と
し
て

十
二
月
十
九
日
文
化
倶
楽
部
で
開
催
。

御
祝
儀
（
佳
世
子
）
八
陣
（
み
な
と
）
岸
姫

（
義
雀
）
戻
橋
（
山
生
）
士
橋
（
二
芝
業
）
陣
屋

（
乃
菊
）
絃
（
良
造
，
佳
照
、
鹿
重
｀
蝶
子
）
大

切
野
崎
村
（
掛
合
）
久
作
（
蝶
子
）
お
光
（
鹿

重
）
お
染
（
佳
照
）
久
松
（
佳
仙
）
下
女
（
佳

咄
子
）
絃
（
良
造
，
ツ
レ
仙
照
）

互

調

會

に
増
し
経
過
良
好
を
得
て
家
人
の
愁
眉
を
開
く

に
至
っ
た
。
共
後
向
島
の
自
宅
で
加
療
静
養
を

績
け
ら
れ
，
此
頃
は
全
く
恢
復
さ
れ
た
の
で
｀

十
二
月
廿
三
日
午
後
四
時
よ
り
交
正
倶
楽
部
に

於
て
女
天
會
々
員
出
演
の
も
と
に
そ
の
祝
賀
義

太
夫
會
が
賑
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。
（
紳
馬
里
芳

氏
は
病
中
映
演
）

矯
辮
慶
（
腕
助
、
亀
造
）
新
口
村
（
蒲
婆
．

扇
之
助
）
楼
町
（
叶
，
玉
勝
）
本
下
（
巴
雀
、

岬
太
夫
）
小
磯
（
喜
代
子
、
三
幅
）
太
＋
（
登

盛
。
粂
造
）
安
逹
（
津
ぼ
美
、
扇
之
助
）
逆
艘

（
千
賀
子
、
寛
三
郎
）
寺
子
屋
（
鯰
世
花
、
扇
之

助
）
此
外
叶
氏
が
元
氣
の
よ
い
舞
踊
が
あ
っ
て

目
出
度
終
演
。
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南
北
限
の
初
春
公
演
は
．
一
月
廿
五

H
よ
り

＿
―
-
日
間
鉦
夕
五
時
よ
り
日
本
埒
倶
棄
部
に
決
定

出
演
者
並
に
人
形
役
割
は
方
刀
通
り
。

籾
日
1
1
御
祝
儀
―
―
一
祁
史
（
人
形
）
忠
パ
（
柚

太
夫
、
松
市
郎
）
辮
脱
（
都
太
夫
、
猿
蔵
）
朝

顔
（
浪
花
太
夫
、
道
之
助
、
琴
界
美
子
）
新
ロ

村
（
朝
見
太
夫
、
芳
太
郎
）
太
＋
（
禰
國
太
夫

寛
―
二
郎
）
・
・
・
人
形
•
•
お
わ
さ
、
深
雪
、
操
（
三

國
）
蒲
五
郎
，
し
の
ぶ
、
相
川
、
初
菊
（
國
―
―
―

郎
）
郷
右
衛
門
、
岩
代
（
弦
之
巫
）
お
か
や
、

（
冠
次
郎
）
勘
千
，
辮
慶
、
孫
右
衛
門
，
光
秀

（
国
万
郎
）
待
従
太
郎
、
徳
右
衛
門
（
清
三
郎
）

花
の
井
、
さ
つ
き
（
國
若
）
駒
澤
、
忠
兵
衛
（
東

十
郎
）
八
衛
門
（
偲
吉
）
久
吉
（
榮
一
）
正
消

（
備
後
）
下
女
（
信
吉
）

二
日
目

ll御
祝
儀
＝
一
番
斐
（
人
形
）
壺
坂
（
朝

見
太
夫
、
芳
太
郎
）
陣
屋
（
蒲
國
太
夫
、
寛
三

郎
）
酒
屋
（
都
太
夫
、
猿
蔵
）
合
邦
（
柚
太
夫
、

松
市
郎
）
先
代
（
浪
花
太
夫
、
逍
之
助
)
…
人

形
：
相
模
、
お
園
、
玉
手
、
政
岡
（
一
二
國
）
お

里
、
藤
の
方
、
一
―
―
勝
、
茂
香
姫
、
千
松
（
國
三

郎
）
澤
市
、
軍
次
、
半
兵
衛
、
俊
徳
丸
、
榮
御

前
（
弦
之
巫
）
熊
谷
、
合
邦
（
國
五
郎
）
お
つ

ぅ
，
鶴
千
代
（
小
信
）
栂
（
國
若
)
宗
岸
、
八

南

北

座

初

春

公

演

松
朗
曾
、
モ
催
や
ま
と
新
聞
社
後
援
の
も
と
に

＊
阪
文
槃
成
人
形
ス
義
太
夫
會
を
、
十
二
月
廿

四
日
午
後
四
時
よ
り
日
本
埒
倶
棄
部
に
間
催
、

出
征
家
族
慰
安
と
て
日
本
橋
窟
役
所
の
應
援
も

あ
り
、
頗
る
盛
曾
を
枢
め
た
。

支

那

事

髪

慰

安

出
征
家
族

太
＋
前
（
奇
院
｀
廣
助
）
奥
(
-
三
土
、
廣
助
）

瀧
（
緋
紗
斗
、
廣
助
）
夜
叉
王
（
素
鳳
、
廣
助
）

壼
坂
（
鈴
鳳
、
廣
助
、
ツ
レ
清
友
）
辮
慶
（
い

さ
を
、
圃
六
）
志
度
寺
（
い
ろ
は
、
間
市
）

の

タ

同
會
は
銃
後
慰
安
義
太
夫
會
を
十
二
月
十
九

日
西
ケ
原
倶
楽
部
に
開
催
。
例
に
依
り
満
員
を

呈
し
た
。

辮
慶
（
綾
路
）
小
磯
（
歌
吉
）
新
口
（
綾
登
）

綾

秀

會

汐
（
清
三
郎
）
栂
（
綱
助
）
沖
ノ
井
（
東
十
郎
）

＿―-日目
1
1

御
祝
儀
―
―
一
番
斐
（
人
形
）
日
吉
（
土

佐
子
太
夫
、
延
左
衛
門
）
白
石
（
都
太
夫
、
猿

蔵
）
寺
子
屋
前
（
浪
花
太
夫
、
道
之
助
）
奥
（
朝

見
太
夫
、
芳
太
郎
）
沼
津
前
（
駒
登
太
夫
、
扇

之
助
）
奥
（
蒲
國
太
夫
、
寛
さ
郎
）
＋
種
香
奥
庭

迄
（
掛
合
）
八
重
垣
姫
（
浪
花
太
夫
）
勝
頼
（
蕩

國
太
夫
）
濡
衣
（
朝
見
太
夫
）
謙
信
（
駒
登
太

夫
）
白
須
賀
（
土
佐
子
太
夫
）
絃
（
窪
三
郎
、

ツ
レ
好
造
、
琴
紋
三
郎
）
・
・
・
人
形
•
•
•
お
政
、
源

蔵
、
八
重
垣
姫
（
三
國
）
吉
睛
、
玄
蕃
、
孫
八

謙
信
（
弦
之
丞
）
久
吉
、
宗
六
、
千
代
、
重
兵

衛
（
清
一
一
一
郎
）
竹
松
、
し
の
ぶ
、
戸
浪
、
勝
頼

（
國
―
―
一
郎
）
五
郎
助
、
宮
城
野
．
松
王
、
平
作

（
國
五
郎
）
ば
ゞ
（
偉
吉
）
か
む
ろ
、
若
君
（
小

信
）
御
豪
（
國
枝
）
お
米
（
綱
助
）
濡
衣
（
東

十
郎
）
白
須
賀
（
備
後
）
原
（
冠
次
郎
）
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＊
阪
文
攀
脳
人
形
浄
瑠
璃
の
初
春
輿
行
は
、

出
し
物
も
近
頃
に
な
い
精
選
と
言
ふ
べ
く
、
太

夫
―
―
一
味
線
人
形
紬
出
演
に
て
元
日
を
初
日
に
本

城
四
ツ
橋
の
文
築
座
で
ザ
平
々
し
く
開
演
し
た
。

忠
臣
蔵
道
行

ii
（
霰
太
夫
、
駒
太
夫
）
（
伊
逹

太
夫
、
竹
太
夫
、
松
島
太
夫
、
相
淵
太
夫
）
（
新

方
衛
門
、
活
二
郎
）
（
吉
左
、
喜
代
之
助
、
新
太

郎
、
友
三
郎
）

同
九
段
目
1
1
前
（
駒
太
夫
．
清
二
郎
、
綴
太

夫
、
新
左
パ
仰
門
）
奥
（
大
隅
太
夫
、
廣
助
）

娘
景
消
八
島
H
記

ll日
向
島
。
中
（
長
尾
太

夫
、
友
造
、
友
手
）
切
（
津
太
夫
、
綱
造
）

安
宅
闘
Il勤
進
帳
。
辮
脱
（
相
生
太
夫
、
織

太
夫
）
富
樫
（
相
生
太
夫
、
織
太
夫
滋
義
続
盆
源

太
夫
）
伊
勢
（
長
尾
太
夫
）
駿
河
（
富
太
夫
）

片
岡
（
さ
の
太
夫
）
常
睦
坊
（
播
路
太
夫
）
梶

下
ー
／
常
子
太
夫
，
宮
太
夫
）
番
卒
（
駒
若
太
夫
，

相
瀬
太
夫
）
（
道
八
、
閣
六
、
喜
代
之
助
、
清
友

阪大

酒
屋
（
鳴
門
）
組
打
（
龍
司
）
油
屋
（
壽
瓢
）

戸
無
瀬
、
お
柳
，
お
輻
（
文
五
郎
）
小
浪
．

糸
瀧
、
義
鯉
、
オ
三
（
紋
十
郎
）
お
り
ん
、
緑

丸
（
紋
司
）
お
石
、
母
（
小
兵
吉
）
本
蔵
、
富

樫
（
玉
蔵
）
力
禰
（
榮
三
郎
）
佐
治
太
夫
、
平

太
郎
（
政
地
）
尼
野
、
常
陸
坊
（
門
造
）
伊
勢

（
紋
太
郎
）
駿
河
（
玉
徳
）
片
岡
（
多
三
郎
）
梶

下
（
玉
次
郎
）
軍
内
（
文
之
助
）
和
田
四
郎
、

人

形

配

役

絃
（
竹
本
綾
秀
）

文
栗
座
初
春
興
行

一
郎
右
衛
門
）

三
十
三
間
堂
1
1
平
太
郎
住
家
（
古
靱
太
夫
、

軍
造
）

壽
柱
立
萬
歳
1
1
萬
歳
（
文
字
太
夫
）
オ
一
―
-
（
織

太
夫
）
ツ
レ
（
富
太
夫
、
常
子
太
夫
、
隅
若
太

夫
）
（
吉
左
、
圏
六
、
鶴
太
郎
、
市
之
助
、
友
十

郎
．
廣
二
）
引
ぬ
き
間
子
賣
。
杵
造
（
相
生
太

夫
）
お
輻
（
源
太
夫
、
さ
の
太
夫
、
駒
若
太
夫

士
佐
太
夫
）
（
吉
禰
）
（
友
造
、
友
平
）
（
猿
二
郎
．

友
若

x（
圃
伊
三
、
友
馘
、
吉
蔵
）

浄

瑠

璃

大

會

朝
鮮
文
藝
社
主
催
の
戦
膀
説
賀
浮
瑠
璃
大
會

は
、
十
二
月
＝
一
、
四
の
雨
日
京
城
本
三
倶
業
部

に
開
催
。

初

Hll洒
屋
（
錦
三
，
梅
若
）
太
＋
（
あ
づ

ま
、
東
廣
）
日
吉
（
呂
竹
、
竹
子
）
鮮
屋
（
登

雀
、
竹
子
）
合
邦
（
二
引
、
竹
子
）
堀
川
（
扇

昇
、
東
廣
、
ツ
レ
初
子
）
瀧

(OO八
｀
梅
若
）

岡
崎
（
登
鶴
、
竹
子
）

二
日
目
1
1
太
＋
（
錦
三
、
相
若
）
組
打
（
エ
ロ

妻
，
東
廣
）
先
代
（
か
す
み
、
東
廣
）
寺
子
屋

（
キ
ン
グ
、
梅
若
）
叉
助
（
義
雀
、
猿
糸
）
鮨

屋
（
貴
勢
，
東
廣
）
忠
四
（
古
雀
、
猿
糸
）
七

段
目
（
掛
合
）
由
良
之
助
（
古
雀
）
力
禰
（
あ

づ
ま
）
お
か
る
（
貴
勢
）
平
右
衛
門
（
圃
八
）

絃
（
錦
三
）

戦

勝

祝

賀

萬
歳
（
玉
幸
）
蔵
人
（
玉
市
）
由
良
之
助
、
景

清
、
辮
慶
、
杵
造
（
榮
三
）
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玉
井
松
楽
氏
の
永
眠
は
夢
の
や
う
で
あ
り
ま

す
。
て
き
は
き
と
凡
て
を
判
断
さ
れ
、
あ
の
元

氣
の
よ
い
松
業
さ
ん
、
厭
味
の
な
い
松
楽
さ
ん

あ
の
熱
の
あ
る
高
座
振
り
は
、
努
煽
と
し
て
眼

に
見
え
ま
す
。

敵
が
な
い
と
い
ふ
の
は
松
楽
氏
の
事
で
あ
り

ま
せ
う
。
兎
角
好
き
嫌
び
や
、
あ
れ
こ
れ
と
五

月
蠅
い
斯
界
に
、
氏
は
全
く
嫌
は
れ
も
せ
す
、

敵
も
た
く
、
そ
し
て
義
太
夫
界
に
憲
さ
れ
た
功

は
甚
大
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

催
ほ
し
に
出
演
を
頼
ん
で
も
「
お
れ
は
口
を

語
る
よ
、
口
で
澤
山
だ
」
と
、
抽
蔽
な
ど
に
は

依
ら
す
に
、
何
時
も
早
い
慮
を
語
ら
れ
た
も
の

で
し
た

0

脱
俗
し
た
愛
義
家
と
で
も
申
す
の
で

せ
う
か
。

近
江
清
華
氏
の
令
姉
と
め
子
様
は
、
奮
職
九

日
錮
溢
血
で
そ
の
ま
＼
重
態
に
陥
ら
れ
、
十
九

日
午
前
二
時
五
十
分
遂
に
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た

各
席
の
義
太
夫
會
で
清
華
氏
御
出
演
の
際
に

は
、
必
す
奥
様
と
睦
じ
く
前
へ
ま
は
つ
て
、
終

始
お
聴
き
に
な
っ
て
お
い
で
の
虚
を
、
皆
様
も

お
見
か
け
の
事
と
存
じ
ま
す
。

近
江
と

私
の
粛
曾
に
「
君
の
粛
な
ら
害
か
す
に
白
地

の
方
が
い

L

よ
」
と
笑
ひ
乍
ら
二
口
申
込
ま
れ

た
の
は
、
一
昨
年
慶
應
病
院
で
手
術
さ
れ
る
血

前
の
事
で
あ
り
ま
し
た
が
「
白
地
の
方
が
い

4

め
子
様
の
与
心
逝

玉
井
松
柴
氏

ょ
」
な
ど
＼
今
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の
頃
か

ら
不
蹄
の
客
と
な
る
兆
し
が
現
は
れ
て
ゐ
た
か

の
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
白
地
の
方
が
い
＼
…

．．
 
喩
、
何
ん
と
い
ふ
悲
し
い
口
占
と
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
せ
う
。

十
二
月
廿
五
日
午
後
十
一
時
舟
五
分
永
眠
゜

浮
曲
界
は
元
よ
り
、
劇
界
、
角
界
其
他
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
交
誼
の
撰
か
っ
た
氏
は
、
多
敷
の

花
輪
に
惜
別
を
止
め
て
、
廿
八
日
午
後
二
時
か

ら
―
―
一
時
迄
歌
舞
伎
座
前
の
辮
松
本
店
に
於
て
、

盛
大
な
告
別
式
が
行
は
れ
ま
し
た
。

（
カ
ッ
ト
は
故
玉
井
松
楽
氏
）

享
年
五
十
四
、
誠
に
お
悼
は
し
い
限
り
で
御

座
い
ま
す
。
廿
二
日
正
午
よ
り
一
時
迄
麹
町
の

近
江
氏
邸
に
於
て
、
兜
町
を
始
め
各
方
面
か
ら

贈
ら
れ
た
生
花
花
輪
は
門
の
内
外
を
埋
づ
め
佛

式
に
依
り
盛
大
な
告
別
式
が
行
は
れ
ま
し
た
。

鼓
に
謹
ん
で
御
冥
輻
を
祈
り
追
悼
の
意
を
表

し

ま

す

。

ー

ー

芳

河

士

ー

ー

ー（ 27 )-



保安 小吉安中北阿平吉岡廣屎
後本

々 藤川田藤澤島部野川崎瀬京
援誌之

ど
ろ 浪円 いろ 部ヽノ

長都都 登 ＜ 北 名

平氏 昇山盛ろ巴斗ー昇 補 六 は
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏 餐

會
疋 田 大西高加飛本小鈴本 紳 栗

田 口 用田橋 石多林木木馬原 ィ^ 貝一
大 藤 か ロ

大辰嘉可 可 な可和和大里千
;,, 

~ 
龍氏 壽氏 津氏 松氏 遊氏 氏兜 氏め 笑氏 舟氏 築氏 熊氏芳氏 鶴氏

鈴松國山中乃萩宮小浮 坂 野 根 小 井

木林井下野村原＊埜谷 倉 田 本 林 上

う 長 太

兒禍丸禰臭 乃 っ 武 と 祖索高圃ニ

雀笑都氏 生氏勿菊氏ぼ蔵ろ槃氏 遊尾壽八巽
氏氏 氏 氏氏氏 氏氏氏氏氏

細 平 齋木寺柳及松大賓田松河原水

藤 村岡 川本築蔵中岡野田戸
川井

さ 寺 部

山か三有 朝 天湖語國越

清氏氏榮生え幸氏 明旭章葵昇月松聾巴壽
氏 氏 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏 I 

ーC28)-



h 

岡野横 吉高岩吉岩猪 JII 蹄漫錦井金

田口井田瀬 田 良 木 谷 奈 山 田 田田

み 美 部蹄
錦

な 三 地 末蟻義銀銀枇奇 菊金

源氏と由句操成氏若雀氏水氏司花聾氏 松泉氏 鳳
氏氏氏氏氏 氏氏氏氏

近 白 松 桑 高武濱田 山平 菊鈴吉池北

江井 岡原品笠ロロ 田井池木田田村

茂

惰消里美一宏秋司壽壽秋松 三 三 三

華氏 華氏 氏雄 峰氏氏重 亮氏 華氏 重氏 氏瓢 槃氏 氏月 賓氏 芳氏 氏國 葵氏

下闊 大垣横濱 樺 太 同 同 同 同 米園へ地 時沼湯

保吉田宮西兼杉武平方田井原

良十岡島下本廣山 野 之包

鈴八集杉西廣陶 榮ー 静盛消

鳳 公 槃 氏鳳紫氏玉氏岳玉昇氏
氏氏氏 氏氏

史鶴氏 司
氏氏

保 名

太 良 署

鈴
會

員
樟

鳳餌l

籠： 喜 氏

ー(29)-



▽
國
井
や
ま
と
氏

と
」
と
改
稲
゜

▽
帥
馬
里
芳
氏
盲
脳
炎
に
て
十
二
月
八
日

深
川
病
院
に
入
院
、
直
ち
に
手
術
せ
ら
れ
鯉
過
良
好

目
下
自
宅
に
て
療
養
中
。

▽

的

野

闘

跨

氏

永

々

病

氣

に

て

静

養

中

。

▽
野
綺
旭
鶴
氏
蒲
田
毘
束
蒲
田
四
T
H
+

万
番
地
と
町
名
改
稲
し

▽

湯

駆

泊

司

氏

電

話

閥

輪

0
九
一
六
番
檜

設。▽
錦
錦
校
氏
妻
女
は
深
川
白
河
町
一
ノ

六
に
天
ぷ
ら
小
料
理
『
二
飲
』
を
開
業
c

嘗

元
丸
都
氏
は
藉
名
「
や
ま

芝
謳
高
輪
南
町
一

i-0
番
地

＞

豊

竹

巌

太

夫

に
雙
更
。

ご
立
竹
駒
登
太
夫

ヘ
轄
居
。

.

.

.

.

.

.

.

.
 （
 .
.
.
.
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＊
皇
威
八
紘
＞
輝
く
聖
煎
第
三
年
の
新
春
を
迎

ヘ
ま
し
た
。
武
蓮
長
久
を
祈
る
と
共
に
皆
々
様

の
御
健
膀
を
祝
輻
申
上
ま
す
。

＊
弊
誌
も
皆
様
の
御
後
援
の
下
に
目
出
度
第
百

琥
に
逹
し
、
本
月
は
百
登
騰
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
一
は
萬
物
の
始
り
、
こ
れ
か
ら

電
話
lj
石
川
五
八

0
0
番

座

帳

叉
改
め
て
精
氣
瀕
る
『
太
樟
』
を
皆
様
へ
お
送

り
申
上
げ
る
や
う
努
力
致
し
ま
す
、
何
卒
倍
奮

の
御
愛
顧
を
偏
に
お
願
ひ
申
上
ま
す
。

＊
本
誌
の
百
腺
を
お
祝
ひ
下
さ
れ
句
佛
上
人
を

始
め
、
小
室
翠
雲
、
中
村
不
折
雨
粛
伯
の
御
染

筆
恭
ふ
し
た
こ
と
は
う
れ
し
き
限
り
で
あ
り

ま
す
。
た
ほ
御
祝
詞
或
は
御
鞭
髄
の
御
手
紙
を

賜
は
り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
鵜
申
上
ま
す
。

＊
新
年
琥
は
い
つ
も
早
く
届
く
齋
藤
氏
の
原
稿

が
思
ひ
の
外
謡
れ
、
金
王
丸
氏
の
ラ
ヂ
ォ
漫
評

は
老
閤
風
邪
の
謡
め
校
正
が
経
る
迄
と
う
／
＼

未
着
、
新
年
琥
に
は
と
約
束
の
あ
っ
た
安
藤
氏

は
叉
ぞ
ろ
多
忙
と
あ
っ
て
（
或
ぱ
飲
み
過
ぎ
？
）

次
琥
ま
は
し
と
い
ふ
有
椋
で
、
編
輯
は
助
分
骨

が
折
れ
ま
し
た
が
、
坂
本
氏
の
笑
ひ
の
腹
を
始

め
．
川
端
氏
の
名
人
豊
粋
松
太
郎
師
を
偲
ふ
、

豊
島
丘
山
人
の
戯
曲
の
人
名
、
宮
澤
氏
の
院
本

の
話
な
ど
に
、
東
埓
亭
が
索
義
の
道
瘍
と
な
っ

た
り
中
老
會
の
活
躍
等
其
他
癒
報
欄
が
急
に
賑

つ
て
新
年
腺
と
し
て
の
頁
も
豫
定
に
逹
し
て
安

心
致
し
ま
し
た
。

＊
蒋
戦
は
名
人
豊
澤
松
太
郎
師
に
次
い
で
鶴
澤

勝
鳳
師
逝
き
、
近
江
消
華
氏
の
御
令
姉
様
の
急

逝
｀
こ
れ
に
叉
次
い
で
玉
井
松
槃
氏
の
永
眠
＇
、

何
ん
と
い
ふ
あ
は
た
ゞ
し
い
師
走
で
あ
り
ま
し

た
で
せ
う
。
本
年
は
何
卒
訃
音
の
少
な
き
や
う

斯
界
の
多
幸
を
念
願
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ー

芳

河

士

|

|

（行衰日五廿桓l一月侮）

東
京
市
小
石
川
厭
音
吼
一
丁
目
一
四

登
行
所
太
雄
~
祗

振
彗
東
京

n_
＿
七
八
五
番

昭
和
十
四
年
一
月
十
七

H
印
刷
納
本

虎
＿
昭
和
十
四
年
一
月
二
十

H
疲

行

東
京
市
小
石
川
犀
音
羽
一
丁
目
一
四

編

輯

兼

富

取

壽

鹿

褻

行

人

東
京
市
牛
込
悩
早
稲
田
町
五
八

印

刷

人

栗

原

榮

松

東
京
市
牛
込
降
早
稲
田
町
五
八

印

刷

所

栗

原

印

刷

所

電
話
牛
込
一
四
五
一
番

定

一

部

金

三

十

錢

郵

税

三

錢

六
月
分
金
＿

oo八
十

代

郵

税

共

|
-

慣
一
年
分
金
一

1

一

闘

郵

税

共

廣

普

通

一

頁

一

金

戒

拾

闘

料

特

別

一

頁

＿

金

参

拾

闘

▼
記
念
寓
僕
掲
載
料
は
一
頁
金
拾
五

闘
申
受
ま
す

▼
誌
代
は
総
て
前
金
御
擁
込
の
事

第
▼
な
ろ
可
く
振
替
に
御
送
金
の
事

＞
郵
券
代
用
は
一
割
壻
但
三
錢
切
手

百

の

事
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（
毎
月
1

回
廿
五

霞

秤

十

四

年

一
月

十
七

日

印

罰

納

本

闘
5

藉
十

5
い
年

一

月

二

十

日

登

丁

人
‘

御
料
理
旅
館

大戸
庵

下

美：

安

普

請

で

す

が

各

室

共

離

れ

で

風
呂
附
き
に
改
造
い

t
し
ま
し
た

安
直
と
親
切

l
昔

か

ら

の

儘

但
し
上
戸
の
お
客
様
に
は
不
・
向
き

s
 lJ 
禾

電
話
大
森
―
―
翌
い
番

（

省

線

大

森

繹

下

車

二

丁

）

京
濱
電
車
大
森
海
岸
下
車
一
丁

謹

告

井

ィ




